
平塚市教育委員会 令和８年９月定例会 

 

日 時：令和８年９月２５日(金)１４時００分から 

場 所：平塚市役所本館７階７２０会議室    

 

 

１ 教育長報告 

（１）令和８年９月市議会定例会総括質問の概要について 

（２）その他 

 

 ２ 議案第１４号 令和９年度平塚市公立学校教職員の人事異動方針について 

 

 ３ 議案第１５号 令和８年度平塚市スポーツ功労者被表彰者の決定について 

 

 ４ その他 
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令和８年９月市議会定例会総括質問の概要 

 

【教育総務部長関係】 

≪府川 正明議員（湘南フォーラム絆）≫ 

１ 小学校に朝の居場所を 

○朝の居場所がない子どもたちが市内に何名いるのか 

○安心して過ごせる場所を確保していく必要があるのではないか 

家庭の事情により、ファミリーサポート事業を利用して、始業前に子どもを

預かり、学校に連れて行く事例はあるが、朝の居場所を必要としている人数に

ついては把握していない。また、朝の居場所づくりについて、学校や放課後児

童クラブからは、保護者の要望などは現時点において届いていないが、子ども

の安心・安全のためにも、社会全体の課題として捉えるべき内容と認識してい

る。 

今後も国の動向などを注視しつつ、本市においても庁内で連携してニーズの

把握や、必要な対応などに取り組んでいきたいと考える。 

 

≪はた 文昭議員（しらさぎ・無所属クラブ）≫ 

２ 自然災害への備えと対応 

○小中学校体育館トイレや更衣室の設置状況 

○男女比の配慮はされているのか 

トイレは全ての小中学校体育館に設置しており、便器数については基準に基

づき算定している。男女比は概ね男性６、女性４の割合となっている。 

更衣室は、小学校６校、中学校５校に設置されており、学校によっては、ス

テージ横の控室を更衣室として利用している。 

○エアコンの設置の現状と今後の予定 

令和７年度に整備を開始した大野中学校、中原中学校、大住中学校の３校は、

今年６月１日から供用開始している。 

この他の中学校については令和９年４月から、小学校については、令和 10

年４月からの供用開始を目指し、設置の準備を進めているところである。 

３ 小・中学校の適正規模・適正配置の検討について 

○本市において 10 年で大きく変化したこと 

全国的な傾向と同様、本市においても少子化が進行する中で、児童生徒数及

び学級数は減少傾向が続いている。そのような中においても、個別最適な学び

と協働的な学びの実現に向けて「ＧＩＧＡスクール構想」を推進するとともに、

小・中学校 43 校がコミュニティ・スクールとなり、保護者や地域住民等の意

見を学校運営に反映しながら、地域とともにある学校づくりを目指してきた。 
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○拡大する役割 

○関係する部署の有無 

○周辺市町村等との連携による検討 

○委員定数や報酬を変えない理由 

○検討期間及び計画の策定時期の見通し 

外部委員による附属機関は、新たに「実施計画」を策定するためのより具体

的な議論を進め、合わせて庁内においても横断的な組織により地域コミュニテ

ィやまちづくり、防災等の観点について調査・研究し、附属機関・庁内組織双

方向で議論を深め、検討していく。 

委員定数等の内容は、基本方針策定時と一貫性・継続性を持たせるため同様

とし、周辺市町村との連携や策定時期等については、今後、附属機関で議論し

ていく。 

 

≪須藤 量久議員（清風クラブ）≫ 

４ 「未来の礎を築く教育のまち 平塚」 

（１）常任委員会視察から 

   ア 小中一貫教育 

○小中連携教育の取組、効果、課題 

小中連携教育については、校内授業研究会への相互参加、研修会の合同開催、

児童生徒の交流等を通して、指導の一貫性や学びの連続性とともに相互の連携

を重視した教育活動に取り組んでいる。 

小・中学校では、年間スケジュールやカリキュラムが異なるため、計画時期

の調整等の課題はあるが、小学校から中学校へのスムーズな接続を図り、発達

の段階に応じた一貫性のある教育の推進につながっていると考える。 

○「平塚市未来の礎を築く学校づくり推進委員会」での検討内容 

○「子どもたちの心に『ひらつか』という故郷（ふるさと）をつくり、地域社

会をけん引し、貢献できる人づくり」を実現するための取組 

「平塚市未来の礎を築く学校づくり推進委員会」では、基本方針を踏まえ、

検討対象校や優先検討校、適正規模・適正配置に向けた具体的な取組について

検討する。その中で、子どもたちの笑顔あふれる学校生活と教育環境の充実を

目指していく。 

学校・家庭・地域・行政等が連携・協働し、事業を展開することで教育環境

が充実し、様々な人とのかかわりや出来事を通して、地域・学校への愛着が育

まれ、地域社会に貢献できる人づくりにつながると考えている。 

○小中一貫教育の更なる推進、小中一貫校の設置についての見解 

小中一貫教育の推進や小中一貫校の設置は、子どもたちの教育環境や教育内

容を充実させるための選択肢の１つであり、「基本方針」に掲げる３つの視点
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を踏まえ、今後、附属機関の中で議論していく。 

 

≪佐藤 由美子議員（無所属）≫ 

５ 市内小中学校のトイレの環境整備について 

○洋式化が完了した小中学校の数 

○令和８年度に改修工事を実施する学校数 

○令和８年度末のトイレ洋式化率と全体の進捗状況 

令和７年度末までにトイレ洋式化の整備が完了した学校は小中学校合わせ

て 25 校である。 

令和８年度は、５校で改修工事を進めており、トイレ洋式化率は、約 83％

になる見込みである。全体の進捗状況は、当初計画を上回る水準となっている。 
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【学校教育部長関係】 

≪山原 栄一議員（湘南フォーラム絆）≫ 

１ 中学校部活動の地域展開について 

○部活動設置状況の推移と現状、課題 

本市生徒数がピークであった昭和 62 年を境に、生徒数の減少に合わせて、

部活動の設置数も年々減少傾向にある。 

設置数の減少により、学校に希望する部活動がないことや将来にわたって生

徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会の確保が難しくなってきて

いることが課題である。 

そのため、指定を受けた学校に希望する部活動がない場合の学区指定変更や、

人数不足を補うために複数の学校でチームを組み、一緒に練習や試合をする合

同部活動のほか、学校部活動で担ってきた生徒のスポーツ・文化芸術の機会を

新たに担う地域クラブからの大会参加など、生徒の活動を保障している。 

○地域展開における生徒、学校及び教職員のメリット 

生徒にとっては、学校の管理下から離れて、生徒自ら選んで地域クラブ活動

に参加することは、活動の選択肢を増やし、豊かな経験につながると考える。 

学校及び教職員は、生徒にとって部活動の教育的意義の高さを感じている一

方、指導だけでなく審判などの大会運営を行うため、休日を返上して指導に従

事したり、講習を受講したりすることが長時間勤務の要因となっている。また、

自身が経験したことの無い部活動の顧問となることによる負担もあり、地域展

開することで教職員の長時間勤務や負担の軽減に資すると考える。 

○地域展開の取組と、今後の推進組織体制 

今年度の取組としては、令和６年度から引き続き、単独での指導や校外活動

の引率が可能な部活動指導員を配置し、休日に教職員が出勤せず部活動が実施

できるよう地域連携を推進している。また、部活動の在り方研究協議会で地域

展開に向けた協議を進めるとともに、県教育委員会の地域部活動推進コーディ

ネーターから、課題に対し具体的に助言を受けたり、県内他市の地域展開に関

する研究協議会へ参加したりして、課題解決のため積極的に情報収集に努めて

いる。 

現在、部活動の在り方研究協議会は学校関係者と教育委員会関係課が参加し、

協議をしているが、今後の推進組織体制については、特に部活動に代わる受け

皿となり得る団体に出席いただくことや、こちらから団体へ出向いて説明をさ

せていただくなど、より広く働きかけていく必要があると考える。 

○休日の全ての部活動の地域展開と平日の地域展開推進の見解 

国のガイドラインは、令和８年度から 13 年度までを「改革実行期間」とし

て、休日はこの期間中に、原則、全ての部活動において地域展開を目指すこと

が示され、平日についても各種課題を解決しつつ更なる改革を推進し、地域の
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実情等に応じた取組を実施することとしている。 

休日については、国が示す期間を目途に、段階的に進めていく必要があると

認識しているが、本市中学校には、１校当たり平均して約 10 の部活動が設置

されている。これら全てを地域展開するとなると、平日は休日以上に、指導者

と受け皿の確保、活動場所の調整という解決しなければならない課題がある。 

地域展開については、本市の実情に即し、期限ありきの拙速な移行により、

生徒にとって、持続可能で価値のある活動環境が損なわれることの無いよう、

慎重に進めていく必要があると認識している。 

 

≪はた 文昭議員（しらさぎ・無所属クラブ）≫ 

２ 平塚市の不登校の現状と対策について 

○不登校児童生徒数及び出現率の推移 

○不登校の要因 

本市の直近３年間の不登校児童数とその出現率は、令和４年度は 217 人で

1.82％、令和５年度は 253 人で 2.15％、令和６年度は 262 人で 2.26％となっ

ている。10 年前の平成 27 年度は 64 人で 0.47％となっている。また、不登校

生徒数とその出現率は、令和４年度は 400 人で 6.39％、令和５年度は 406 人

で 6.65％、令和６年度は 384 人で 6.45％となっている。10 年前の平成 27 年

度は 187 人で 2.82％となっており、児童生徒ともに増加傾向にある。 

不登校は、どの児童生徒にも起こり得ることとして捉えており、その要因は、

心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的背景など多様である。 

○不登校児童生徒、保護者への対応 

学校は、不登校児童生徒の「未然防止」、「早期発見」に努め、欠席が多くな

ってきた児童生徒には、電話連絡や手紙の投函、家庭訪問などで様子を把握し

ている。また、その状況を担任、教育相談コーディネーターをはじめ、管理職

も含め学校全体で情報共有し、「チーム学校」で組織的・計画的に対応してい

る。 

さらに状況に応じて、校内教育支援センターなど学校内の居場所づくり、プ

リント、補助教材やタブレット端末を活用した学習保障、スクールカウンセラ

ーやスクールソーシャルワーカーなどと連携し、保護者も含めて孤立させない

ための継続的な支援や学校外の支援施設との連携・情報共有を行っている。 

教育委員会でも不登校児童生徒と、その保護者、教職員からの相談を受け付

け、カウンセリング、助言指導や他機関への紹介などを行っている。 

○スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー配置の成果 

スクールカウンセラーは心理の専門性を生かして、児童生徒や保護者に対す

るカウンセリング等を行う。スクールソーシャルワーカーは社会福祉に関する

専門性を生かして、関係機関とのネットワークの構築等を行う。 
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これらの専門職が、各学校で教員と連携し、児童生徒や保護者の状況を様々

な角度から検討することで、一人一人に応じた支援を行うことができ、状況の

改善が見られている。 

○フリースクールなどの民間施設との連携 

各学校では、フリースクール等に通っている児童生徒については、保護者や

通っているフリースクール等と情報共有を行い、児童生徒の様子等を把握する

ほか、フリースクール等での活動や学習により出席扱いにするなどの連携を行

っている。また、教育委員会では、市内や近隣市町のフリースクール等を施設

見学するなど情報収集を行い、必要な児童生徒や保護者に情報が届くよう、学

校に情報提供を行っている。 

 

≪須藤 量久議員（清風クラブ）≫ 

３ 「未来の礎を築く教育のまち 平塚」 

（１）常任委員会視察から 

   ア 英語教育 

○取組と効果、課題 

学習指導要領を踏まえ、児童生徒が生きた英語に触れる機会を充実させるた

めＡＥＴを派遣している。また、音声読み上げ機能を使用することで標準的な

音声や語彙表現等の確認、習得ができるデジタル教科書を活用している。さら

に、実践的な内容の研修を実施しており、児童生徒の学習状況の改善、教員の

指導力向上、授業改善につながっていると考える。 

本市では生徒が自分の考えを整理し、英文で表現することに課題が見られる。

主体的に考え、判断しながら理解したことを基に、目的や場面、状況等に応じ

て表現する力をＡＥＴとの学習を通して向上させたいと考える。 

○実践的コミュニケーション能力育成の新たな取組、場の設定 

各学校へのＡＥＴの通常派遣による授業に加え、これまで学習してきた表現

を使ってＡＥＴと積極的に英語を話すことのできるイングリッシュデイを設

けている。また、教育委員会ではＡＥＴと一緒に英語でのコミュニケーション

を楽しむ体験型イベントとしてイングリッシュイベントも実施している。 

実践的な英語力の育成には、授業での学びに加え、英語で対話する体験が重

要であると考える。 

引き続き、こうした場の充実を図るとともに、新たな取組として、英語の授

業だけでなく休み時間や給食時間、英語以外の授業での交流といった授業以外

におけるＡＥＴの効果的な活用について検討していく。 

○幼保小中連携の取組と今後の考え方 

学習指導要領に示される外国語活動の対象となる小学校３、４年生を待たず、

ＡＥＴを公立幼稚園・こども園や小学校１、２年生へも計画的に派遣し、早期
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から英語の音に親しむ機会を設けている。また、小学校での「聞く・話す」と

いった音声を中心とした学びを、中学校での「読む・書く」を含めた学習に円

滑に接続できるよう、英語教育担当者会を小・中学校合同で開催することや、

授業研究会に小・中学校の教員がいずれも相互参加できるよう、研修内容や開

催方法を工夫している。 

今後も、園、学校へのＡＥＴ派遣を継続し、発達段階に応じて発音やリズム

に慣れ親しむことから始め、小学校と中学校の学びを滑らかにつなぎ、幼児、

児童生徒の英語に対する興味、関心を高めていきたいと考える。 

○英語検定の受検率向上への見解と受検率 

令和７年度に国が実施した「英語教育実施状況調査」の結果から、実用英語

検定を含む英語能力に関する外部試験を受検したことがある中学校３年生の

割合は、約 22％となっている。 

教育委員会では、日々の授業において、児童生徒が英語でコミュニケーショ

ンを図る楽しさを実感し、自分の英語力を試してみたいという意欲を持てるよ

うにすることが大切であり、その結果が受検率の向上につながればと考える。 

イ ふるさと教育 

○本市における「ふるさと教育の現状」 

○地域の自然や歴史・文化に触れ、体験する取組 

「ずっと、選ばれるまち、住み続けるまち」として、子どもたちが、誇りや

愛着を持てるよう、小学校１・２年生の生活科で、実際に地域に出かけ、人と

関わりながら、地域の行事や出来事などを学習している。 

３年生の社会科では、全校が市内をバスで巡るとともに、社会科副読本「わ

たしたちの平塚」を教科書と併せて活用し、平塚市の地理、歴史、産業、文化

などを具体的、多面的に学習している。また、道徳科においては、小中学校を

通し、郷土を愛する態度について考え、議論し、郷土への愛着を深め、親しみ

をもって生活できるよう指導している。 

このように、地域の教育資源をいかした体験学習を通して、子どもたちの郷

土愛や誇りの育成に取り組んでいる。 

○更なる「ふるさと教育」の推進への見解 

地域の特性を踏まえ、家庭、地域との連携、協力を図りながら、地域ととも

にある学校づくりをめざすとともに、地域の人や自然とふれあう中で、一人一

人が思いやりのある、心豊かな人として生きていく力を身に付けるよう取り組

んでいる。 

実際の取組として、様々な体験活動が行われており、地域に出かけて生き物

や自然とふれあい、からだ全体で対象に働きかけ、物事を感覚的にとらえる経

験をしたり、地域に住む人々と交流し、共存の精神や自他共に大切にするとい

うことを学んだりしている。 
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こうした体験活動を通して進められるふれあい教育や総合的な学習の時間

は、多くの地域の人の協力をいただく中で成り立っており、教育委員会では、

生きる力を育む学校づくり推進委託事業により、これからも、ふるさとへの誇

りや愛着が育まれるよう、園、学校の取組を支援していく。 

ウ 食農教育 

○食農教育の取組 

学校における食育は食に関する指導によって推進されるが、食農教育は、食

育に加えて、それを支える農業や地域、自然との関わりにも注目し、食を支え

る様々な形の農業活動を知り、体験を通してその価値を学ぶものと認識してい

る。 

各学校では学習指導要領に基づき、生活科を中心に学校農園等での栽培・収

穫体験を通じて自然の恵みに触れ、社会科では、農業生産者の工夫や努力を学

び、技術・家庭科では、生物育成の技術や環境との関わりについて、実践的な

活動を通して学習している。 

こうした学習を支えるため、各学校は地元農家の方々にご協力をいただき、

「いのちの大切さ」「自然を想う心」「文化の伝承」等について理解を深めてい

る。 

○補助教材「農業とわたしたちのくらし」の活用状況 

○ＪＡ湘南農業協同組合と連携した取組 

本教材の活用とＪＡと連携した学習活動は、主に小学校５年生の社会科や総

合的な学習の時間に行われている。 

本教材を活用することで、教科書に掲載されている内容について、本市の具

体的な事例と比較、検討することにより、学習内容をより自分たちの生活に直

結する身近な課題として捉え、地元の農業への理解を深め、主体的に学習に取

り組むことにつながっている。また、ＪＡと連携した学習活動を実施している

学校が多数あり、具体的には、ＪＡからバケツ稲づくりに必要な資材を無償で

提供いただいているほか、営農指導員による出前授業や、児童、教職員による

ＪＡへの訪問などが行われている。 

ＪＡも含め、地元農家の方々と連携した取組の好事例については、食教育推

進担当者会にて情報共有し、食農教育の推進に取り組んでいく。 
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【社会教育部長関係】 

≪数田 俊樹議員（清風クラブ）≫ 

１ 平塚市美術館大規模改修工事 

○来場者数をＫＰＩに設定することの検討結果 

美術館の来場者数をＫＰＩに設定することも含め、教育的効果や文化的価値

など質的な面を様々な視点から総合的に評価する仕組みについては、リニュー

アルオープンに向け、更に検討していく。 

 

≪府川 正明議員（湘南フォーラム絆）≫ 

２ 平塚市博物館の収蔵管理は 

○文科省が３月に改訂した博物館運営基準を受けた博物館の現状 

博物館の収蔵庫もほぼ満杯の状態だが、資料は未来へ引き継ぐ大切な市民の

財産であるため、今後も、収蔵資料の価値の周知と効率的な保管方法や保管場

所の確保に努めていく。 

 

≪上野 仁志議員（公明ひらつか）≫ 

３ 頑張れ少年サッカー 

（１）少年サッカーに対する考えと位置づけ 

○少年サッカーの位置づけや取組 

○成果と課題 

○本市が担うべき役割 

本市では湘南ベルマーレのホームタウンとして、ベルマーレの小学校巡回授

業やトレセンサッカー指導者派遣等を実施するなど、子ども達の心身の健全育

成に寄与している。また、ドリームパスポート事業でのホームゲームの無料招

待など、トップアスリートに触れる機会の充実に努め、少年サッカーの普及や

発展を図っている。 

少子化の影響やスポーツの多様化・多志向化によるサッカー人口の減少や指

導者不足、施設環境の充実などの課題があるものの、施設の有効活用や環境整

備、地域や学校、スポーツ関係団体等との連携を深めるなどして、サッカー文

化の発展に努めていく。 

（２）市民団体との連携と活動支援 

○市民団体等との連携の考えや取組、活動支援 

少年サッカーの活動には、市民の支える力が不可欠であり、現場の活動を支

えるために、指導者向けの安全管理や技術講習会などを行い、安全確保や質の

高い指導環境づくりに取り組んでいる。 

（３）大神スポーツ広場の現状と課題 

○グラウンドの利用状況 
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○グラウンドコンディションの管理 

○利用者からの改善要望や苦情及び対応 

令和７年度の利用は 46 団体で、利用人数は延べ 36,413 人、週末利用率は

94.7％であった。 

大神スポーツ広場のグラウンドは、河川敷の特性上、小石が大量に発生して

しまうことや、水はけの悪いことが課題であり、グラウンド内の段差解消、雑

草や小石の除去、砂埃などに対する改善要望をいただいている。 

維持管理については、芝の草刈を２週に１回、整備車両による整地や人力作

業による小石の除去を適宜行っており、砂埃の対応として、利用者に散水用ホ

ースを貸出している。また、雨が降り、グラウンドを歩いた際に土が付くよう

な状況であれば使用をお断りするなど、良好なコンディションの確保に努めて

いる。 

 

≪はた 文昭議員（しらさぎ・無所属クラブ）≫ 

４ 自然災害への備えと対応 

○平塚市博物館特別展「平塚周辺の地盤と活断層」の再開催と展示図録発行 

平成 19 年度夏期特別展「平塚周辺の地盤と活断層」は、開幕直後に新潟県

中越地震が発生したこともあり、多くの市民の関心を呼び、平成以降では最多

の観覧者数となった。展示の再開催については、約 20 年間の最新知見や、平

成 23 年東北地方太平洋沖地震をはじめとするその後に起こった地震などの調

査研究を要するので、すぐに開催することはできないが、長期展示計画の中で

検討していく。 

図録については、本年１月に完売し、今後発行する予定はないが、別刷りし

た、Ｂ２判の「平塚周辺の地盤図」は、現在も販売している。また、博物館ホ

ームページで図録の内容を一部公開している。 

 

≪佐藤 由美子議員（無所属）≫ 

５ 中央公民館の休館後の対応について 

○休館後に、代替施設を確保できた団体や活動を縮小、中止した団体数を把握

しているか 

○相談対応で活動継続につながった件数と内容をどのように把握している 

代替施設の案内については、利用団体への通知文書をはじめ、個別相談会の

ほか窓口や電話での相談で対応しており、地区公民館や福祉会館の登録団体が

増えるなどの状況から、活動の継続につながっているものと考えられる。 

休館後の利用団体の活動状況については、中央公民館休館後、令和９年度に

かけて、「中央公民館機能のあり方」を検討していく中で、活動の場がどこに

移ったのか、地区公民館ほか代替施設の利用状況を登録団体にアンケートなど
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で追跡調査することで把握する予定である。 

 



議案第１４号  

 

 

令和９年度平塚市公立学校教職員の人事異動方針について 

 

 

令和９年度平塚市公立学校教職員の人事異動方針について、別紙のとおり定

めるものとする。 

 

 

 

令和８年９月２５日提出 

 

 

平塚市教育委員会       

 教育長  吉 野 雅 裕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

令和９年度 平塚市公立学校教職員人事異動方針（案） 
 

平塚市教育委員会は、各小・中学校の適正な運営を確保することにより教育本来の

目的を達成するため、人事異動にあたっては、次の事項を基本として、教職員の適正

な配置に努めるものとする。 
 
１ 適材を適所に配置する。 
 
２ 全市的視野に立って教職員の編成を刷新強化する。 
 
３ 他市町との交流は本人を生かす立場に立って行う。 

 
実 施 要 領 
 
 １  異動に際しては、性別・年齢・資格・勤続年数等からみて、学校ごとの教職員

構成の均衡が保たれるよう配慮する。 
 
 ２  教育効果を高めるために、原則として、同一校勤続３年以内の者は、異動の対

象としない。ただし、行政上特に必要な場合に限り、３年以内であっても、適正

配置の立場から異動を行うことができるものとする。 
 
 ３  同一校に多年勤務する者については、その能力と適性を考慮して、積極的に異

動を行うものとする。この場合、原則として同一校勤続７年を基準として異動の

対象とする。ただし、中管内市町との交流研修については、同一校勤続３年を超

えた者が希望できるものとする。 

 
 ４  中学校においては、特に免許教科を十分考慮するよう努力するものとする。 
 
 ５  小学校、中学校相互間の異動については、小中一貫教育等による教育効果を考

えて行う。 
 
 ６  人事異動の時期は、採用（転任採用を含む）、昇任及び配置換えについては原則

として４月１日、退職については原則月末とする。 
  
 ７  その他の事項については、神奈川県教育委員会が定めた県費負担教職員人事異

動実施要綱に準拠して行う。 



議案第１５号  
 
 

令和８年度平塚市スポーツ功労者被表彰者の決定について 
 
 
 平塚市スポーツ功労者表彰要綱に基づき、別紙の者を令和８年度平塚市スポ

ーツ功労者の被表彰者として決定する。 
 
 
 
  令和８年９月２５日提出 
 

平塚市教育委員会       
教育長  吉 野 雅 裕  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



№ 氏名 項目 功績 推薦者

1 大津
オオツ

　富雄
トミオ

1

１　昭和５３年８月、平塚市野球協会に加入後、指導的立場として、協会の普及と発展と後進
の育成に尽力している。
２　昭和５７年度第１９回平塚市野球協会から審判員として、その後、平成１６年度第４１回大
会から審判委員長として長年にわたり大会運営に尽力するとともに、青少年の健全育成に
尽力してきた。
３　昭和６０年度第６７回全国高等学校野球選手権・神奈川大会から審判委員として登録
後、長年にわたり大会運営に尽力してきた。
４　平成６年に開催された第５３回国民体育大会「かながわ・ゆめ国体」高等学校野球競技
（硬式）の審判委員として活躍した。
５　平成１１年第８１回全国高等学校野球選手権・神奈川大会で審判委員１０年表彰を受賞
した。
６　平成６年、平塚市野球協会副審判長に就任、平成１３年には審判長に任命され、各種大
会に審判委員として活躍した。
７　平成１８年１０月、神奈川県で開催された「高松宮賜杯第５０回全日本軟式野球大会２
部」の審判委員として活躍した。
８　平成１９年平塚市野球協会副理事長に就任、平成３１年には副会長に就任して現在に至
る。
平塚市野球協会にとどまらず、神奈川県野球連盟においても、長年にわたり、指導的立場
で野球競技の普及・発展・審判技術の向上に寄与した功績は顕著である。

平塚市スポーツ協会
会長　中田　勉

2 中戸川
ナカトガワ

　康夫
ヤスオ

1

1.	昭和５７年から３０年にわたり、社会人クラブチーム・９人制（平塚くらぶ）の競技者、コー
チ、監督とし活躍。昭和５９、６０年及び平成６年には神奈川県の代表として国民体育大会に
出場する等、高い実績を残している。また、その姿は他の模範となるものである。
2.	平成９年に平塚バレーボール協会加入、以後、指導的立場としてバレーボール競技の普
及・発展、後進の育成に尽力している。
3.	平成２３年からは理事長、会長へと協会の要職につき、主催大会（平塚会長杯、春季大会
（七夕杯）、秋季大会等）の運営、各種団体（社会人一般、ママさん連盟、小学校連盟、中学
校体育連盟、高等学校体育連盟等）への協力・支援、一般市民へのバレーボール競技の普
及など第一線にて尽力する等、当協会の維持・運営に大きく貢献された。
4.	平成２３年からは、平塚市スポーツ協会の理事、常任理事、副会長として、市民総合体育
大会、スポーツフェスティバル等、バレーボール競技のみならず、平塚市のスポーツ全体の
普及、市民の健康増進等、社会体育の発展に寄与された実績は大変顕著である。

平塚市スポーツ協会
会長　中田　勉

3 金子
カネコ

　栄治
エイジ

1

平成２３年に中原地区体育振興会（以下　中原体振）に入会。
　“中原地区住民の振興と普及を図り、健康で明るい地域社会づくりを目指す”をモットーに
中原地区の体育振興活動をしている。
平成２７年度より会計、令和２年度より会長の職を歴任、自治会及び地域諸団体と連携し、
地域の発展に寄与している。
「市民体育レクリエーション地区大会」（通称：地区レク）において、体育レクリエーション活動
を通して、地域住民相互の親善と交流を深めるため、体育振興会会長として率先して教育
委員会と連携を図り、開催に尽力している。
そのほか、地区の行事・イベント（公民館まつりなど）にも積極的に参加し、また、スポーツ行
事を開催（ボッチャ・囲碁ボール・グラウンドゴルフ・ユニカール・パークゴルフなど）するな
ど、地域住民の親睦を図り、スポーツによる健康向上に努めている。

平塚市体育振興連絡協議会

会長　板東　誠二

4 久吉
ヒサヨシ

　佳子
ヨシコ

1

・平成２２年４月１日、旭北地区体育振興会より推薦され、平塚市スポーツ推進委員協議会
に委嘱される。当協議会では、年間を通じて市内外の様々なスポーツ行事やイベ
ント等の開催に尽力し、現在に至る。
・平成２６年４月より本部役員に就任し、監査、総務副部長、総務部員を歴任し、当協議会の
中心的な役割を担い協議会の発展に貢献している。旭北地区体育振興会に於いては、平
成１６年４月１日から活動を始め、地域の体育振興の発展に寄与している。

平塚市スポーツ推進委員協議会

会長　傳田　實

5 佐々木
ササキ

　七
ナナ

1

同氏は平成20年から土屋ジュニアバレーボールのコーチとして、チーム力向上と選手育成
に努めた。チーム事情により平成26年から合同チームとしてチームスタッフとなるが、
翌年に解散。その後の平成27年に秦野シャイニーズのチームスタッフとして4年務めた。
また指導者資格、審判資格（2009年審判Ⅽ級取得、2018年審判Ｂ級取得）を取得し審判委
員として、全国大会や県大会及びビーチバレーボールの大会等の審判活動に邁進した。
自チーム解散後も平塚地域小学生バレーボール連盟の職に残り審判委員として大会競技
の円滑な運営に多大な貢献を果たしている。
市外でも派遣審判員として、その審判としての真価を発揮し地域社会体育振興につながる
大きな功績を残している。

平塚市スポーツクラブ連合会

会長　高橋　篤

令和８年度平塚市スポーツ功労者



 



          平 塚 市 ス ポ ー ツ 功 労 者 表 彰 要 綱                                     

 

  （趣 旨） 

 第１条 この要綱は、地域または職域におけるスポーツの健全な普及及び発展に

貢献し、もって本市体育及びスポーツの振興に顕著な成果をあげた体育及びス

ポーツ関係者並びに社会体育及びスポーツ団体を表彰するため、必要な事項を

定めるものとする。 

 

  （表彰の基準） 

 第２条 表彰は、次の各号の一に該当する個人または団体に対して、これを行う

ものとする。 

（１） 地域または職域において10年以上、体育又はスポーツ、レクリエーショ

ンの普及奨励に努め、その功績が顕著であるもの。 

   (２) 競技選手として実践生活が常に他の模範となるもの。 

   (３) 体育又はスポーツの発展のための価値ある研究をなしたもの。 

   (４) 前各号に定めるもののほか、表彰に値すると認められる業績、または行

為があったもの。 

 

  （表彰候補者の推薦） 

 第３条 平塚市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）は平塚市スポーツ

  功労者表彰候補者（以下「表彰候補者」という。）の推薦を各種体育及びスポ

  ーツ関係団体に依頼することができる。 

 ２ 教育長は、前項の規定にかかわらず、必要があると認めたときは、表彰候補

者の推薦をすることができる。 

 

  （選考委員会） 

 第４条 教育長は、円滑な選考を図るため、選考委員会を設置することができる。 

２ 選考委員会の委員は、教育長、学識経験者６人（別表）により構成するものと

する。 

３ 選考委員会は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

４ 選考委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長がこ

れを決する。 

 ５ 選考委員会においては、厳正なる審査を行い表彰候補者を決定するものとす

る。 

 

  （被表彰者の決定） 

 第５条 この要綱による被表彰者は、選考委員会の推薦を受けて教育委員会が決

定する。 

 

  （表彰の方法） 

 第６条 この要綱による表彰は、表彰状及び予算の範囲内において記念品を授与

するものとする。 



 

  （その他） 

 第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は教育長が別に定める。 

 

 

    附 則 

  この要綱は昭和６２年４月１日から施行する。 

  この要綱は平成２３年８月１日から施行する。 

  この要綱は令和４年４月１日から施行する。 

  この要綱は令和５年４月１日から施行する 

 

 別表（第４条関係） 

 

 

学識経験者６人 

平塚市スポーツ推進審議会    １人 

平塚市スポーツ協会       １人 

平塚市体育振興連絡協議会    １人 

平塚市スポーツ推進委員協議会  １人 

平塚レクリエーション連盟    １人 

平塚市スポーツクラブ連合    １人 

 





令和９年度　平塚市公立学校教職員人事異動方針（案）

平塚市教育委員会は、各小・中学校の適正な運営を確保することにより教育本来の目的を達成するため、人事異動にあたっては、次の事項を基本として、教職員の適正な配置に努めるものとする。

１　適材を適所に配置する。


２　全市的視野に立って教職員の編成を刷新強化する。


３　他市町との交流は本人を生かす立場に立って行う。

実　施　要　領

　１　　異動に際しては、性別・年齢・資格・勤続年数等からみて、学校ごとの教職員構成の均衡が保たれるよう配慮する。


　２　　教育効果を高めるために、原則として、同一校勤続３年以内の者は、異動の対象としない。ただし、行政上特に必要な場合に限り、３年以内であっても、適正配置の立場から異動を行うことができるものとする。


　３　　同一校に多年勤務する者については、その能力と適性を考慮して、積極的に異動を行うものとする。この場合、原則として同一校勤続７年を基準として異動の対象とする。ただし、中管内市町との交流研修については、同一校勤続３年を超えた者が希望できるものとする。

　４　　中学校においては、特に免許教科を十分考慮するよう努力するものとする。

　５　　小学校、中学校相互間の異動については、小中一貫教育等による教育効果を考えて行う。


　６　　人事異動の時期は、採用（転任採用を含む）、昇任及び配置換えについては原則として４月１日、退職については原則月末とする。

　


　７　　その他の事項については、神奈川県教育委員会が定めた県費負担教職員人事異動実施要綱に準拠して行う。


議案第１４号　


令和９年度平塚市公立学校教職員の人事異動方針について


令和９年度平塚市公立学校教職員の人事異動方針について、別紙のとおり定めるものとする。


令和８年９月２５日提出


平塚市教育委員会　　　　　　


　教育長　　吉　野　雅　裕　



議案第１５号　





令和８年度平塚市スポーツ功労者被表彰者の決定について





　平塚市スポーツ功労者表彰要綱に基づき、別紙の者を令和８年度平塚市スポーツ功労者の被表彰者として決定する。







　　令和８年９月２５日提出



平塚市教育委員会　　　　　　

教育長　　吉　野　雅　裕　
















































R8（提出用）

				令和８年度平塚市スポーツ功労者 レイワネンドヒラツカシコウロウシャ

		№		氏名 シメイ		項目 コウモク		功績 コウセキ		推薦者 スイセンシャ

		1		大津　富男 オオツトミオ		1		１　昭和５３年８月、平塚市野球協会に加入後、指導的立場として、協会の普及と発展と後進の育成に尽力している。
２　昭和５７年度第１９回平塚市少年野球大会から審判員として、その後、平成１６年度第４１回大会から審判委員長として長年にわたり大会運営に尽力するとともに、青少年の健全育成に尽力してきた。
３　昭和６０年度第６７回全国高等学校野球選手権・神奈川大会から審判委員として登録後、長年にわたり大会運営に尽力してきた。
４　平成６年に開催された第５３回国民体育大会「かながわ・ゆめ国体」高等学校野球競技（硬式）の審判委員として活躍した。
５　平成１１年第８１回全国高等学校野球選手権・神奈川大会で審判委員１０年表彰を受賞した。
６　平成６年、平塚市野球協会副審判長に就任、平成１３年には審判長に任命され、各種大会に審判委員として活躍した。
７　平成１８年１０月、神奈川県で開催された「高松宮賜杯第５０回全日本軟式野球大会２部」の審判委員として活躍した。
８　平成１９年平塚市野球協会副理事長に就任、平成３１年には副会長に就任して現在に至る。
平塚市野球協会にとどまらず、神奈川県野球連盟においても、長年にわたり、指導的立場で野球競技の普及・発展・審判技術の向上に寄与した功績は顕著である。 ショウワネンツキヒラツカシヤキュウキョウカイカニュウゴシドウテキタチバキョウカイフキュウハッテンコウシンイクセイジンリョクショウワネンドダイカイヒラツカシショウネンシンパンインアトヘイセイネンドダイカイタイカイシンパンイインチョウナガネンタイカイウンエイジンリョクセイショウネンケンゼンイクセイジンリョクショウワネンドダイカイゼンコクコウトウガッコウヤキュウセンシュケンカイ		平塚市スポーツ協会
会長　中田　勉 ヒラツカシキョウカイタイキョウ

		2		中戸川　康夫 ナカトガワヤスオ		1		1.	昭和５７年から３０年にわたり、社会人クラブチーム・９人制（平塚くらぶ）の競技者、コーチ、監督とし活躍。昭和５９、６０年及び平成６年には神奈川県の代表として国民体育大会に出場する等、高い実績を残している。また、その姿は他の模範となるものである。
2.	平成９年に平塚バレーボール協会加入、以後、指導的立場としてバレーボール競技の普及・発展、後進の育成に尽力している。
3.	平成２３年からは理事長、会長へと協会の要職につき、主催大会（平塚会長杯、春季大会（七夕杯）、秋季大会等）の運営、各種団体（社会人一般、ママさん連盟、小学校連盟、中学校体育連盟、高等学校体育連盟等）への協力・支援、一般市民へのバレーボール競技の普及など第一線にて尽力する等、当協会の維持・運営に大きく貢献された。
4.	平成２３年からは、平塚市スポーツ協会の理事、常任理事、副会長として、市民総合体育大会、スポーツフェスティバル等、バレーボール競技のみならず、平塚市のスポーツ全体の普及、市民の健康増進等、社会体育の発展に寄与された実績は大変顕著である。		平塚市スポーツ協会
会長　中田　勉 ヒラツカシキョウカイタイキョウカイチョウナカダツトム

		3		金子　栄治 カネコエイジ		1		平成２３年に中原地区体育振興会（以下　中原体振）に入会。
　“中原地区住民の振興と普及を図り、健康で明るい地域社会づくりを目指す”をモットーに中原地区の体育振興活動をしている。
平成２７年度より会計、令和２年度より会長の職を歴任、自治会及び地域諸団体と連携し、地域の発展に寄与している。
「市民体育レクリエーション地区大会」（通称：地区レク）において、体育レクリエーション活動を通して、地域住民相互の親善と交流を深めるため、中原地区体育振興会会長として率先して教育委員会と連携を図り、開催に尽力している。
そのほか、地区の行事・イベント（公民館まつりなど）にも積極的に参加し、また、スポーツ行事を開催（ボッチャ・囲碁ボール・グラウンドゴルフ・ユニカール・パークゴルフなど）するなど、地域住民の親睦を図り、スポーツによる健康向上に努めている。 ナカハラチク		平塚市体育振興連絡協議会
会長　板東　誠二 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイカイチョウ

		4		久吉　佳子 ヒサヨシケイコ		1		・平成２２年４月１日、旭北地区体育振興会より推薦され、平塚市スポーツ推進委員に委嘱される。当協議会では、年間を通じて市内外の様々なスポーツ行事やイベント等の開催に尽力し、現在に至る。
・平成２６年４月より本部役員に就任し、監査、総務副部長、総務部員を歴任し、当協議会の中心的な役割を担い協議会の発展に貢献している。
・旭北地区体育振興会に於いては、平成１６年４月１日から活動を始め、地域の体育振興の発展に寄与している。		平塚市スポーツ推進委員協議会
会長　傳田　實 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイカイチョウデンタミノル

		5		佐々木　七 ササキナナ		1		同氏は平成20年から土屋ジュニアバレーボールのコーチとして、チーム力向上と選手育成に努めた。チーム事情により平成26年から合同チームとしてチームスタッフとなるが、翌年に解散。その後の平成27年に秦野シャイニーズのチームスタッフとして4年務めた。
また指導者資格、審判資格（2009年審判Ⅽ級取得、2018年審判Ｂ級取得）を取得し審判委員として、全国大会や県大会及びビーチバレーボールの大会等の審判活動に邁進した。
自チーム解散後も平塚地域小学生バレーボール連盟の職に残り審判委員として大会競技の円滑な運営に多大な貢献を果たしている。
市外でも派遣審判員として、その審判としての真価を発揮し地域社会体育振興につながる大きな功績を残している。		平塚市スポーツクラブ連合会
会長　高橋　篤 ヒラツカシレンゴウカイカイチョウタカハシアツシ





R6（提出用）

				令和６年度平塚市スポーツ功労者 レイワネンドヒラツカシコウロウシャ

		№		氏名 シメイ		項目 コウモク		功績 コウセキ		推薦者 スイセンシャ

		1		本内　克洋 モトウチカツヒロ		1		　１９８０年平塚水泳協会会員となる。
　平塚市内事業所での水泳部立ち上げに尽力したほか、退職後も地域の水泳愛好者を集めチームを立ち上げ競技会に積極的に参加し、平塚市における水泳の普及・発展に貢献してきた。
　競技者としては、１９７９年から２００９年まで神奈川県実業団大会に連続出場している。
　１９８５年から平塚水泳協会理事に就任するとともに、神奈川県総合体育大会から現在の市町村対抗戦である「かながわスポーツマスターズ水泳大会」において監督・選手として活躍している。
　競技役員として２０１０年に競技役員審判員を取得し、現在はＣ級競技役員として、主に平塚水泳協会主催の競技会運営において中心的な役割を担い活躍している。
　１９９９年から２０２０年まで２０年にわたり、神奈川県水泳連盟の代議員の任に当たり、神奈川県の水泳普及・発展にも貢献してきた。
　２０１９年神奈川県水泳連盟から永年功労賞の表彰を受けた。
　２０２３年４月に平塚水泳協会副会長に就任し後進の指導に当たる等、長年にわたり当協会の発展に寄与している。
　上記のとおり、永年にわたり平塚市及び神奈川県の水泳の普及・発展に多大なる貢献をしており、平塚市スポーツ功労者表彰候補者として推薦するものです。		平塚市スポーツ協会
会長　中田　勉 ヒラツカシキョウカイタイキョウ

		2		田代　千知子 タシロチジコ		1		　１９７９年（昭和５４年）に平塚市バドミントン協会の理事として協会に参画し、その後１９８７年（昭和６２年）に常任理事就任の後、１９９８年（平成１０年）に副理事長、２０１６年（平成２８年）副会長、２０１９年（平成３１年）に現会長に就任しており、一貫して協会の発展と平塚市に於けるバドミントン競技の普及・拡大、若手人材の育成に大変尽力している。
　また、平塚市スポーツ財団が行っている市民のスポーツ参加を目的とした「バドミントン教室」では１９８８年（昭和６３年）の開始当初からコーチとして参画しており、現在は協会の受託業務として教室運営を行っている。
　選手としては、バドミントン実業団リーグ（現在ではバドミントンS/Jリーグ）で活躍した後、全国シニアバドミントン大会では平成１２年から１５年までの４年連続全国優勝するなど輝かしい戦績を残している他、神奈川県総合体育大会では平塚市代表選手・監督として活躍し、現在は神奈川県年齢別バドミントン大会では監督・選手として若手選手の目標となっている。		平塚市スポーツ協会
会長　中田　勉 ヒラツカシキョウカイタイキョウカイチョウナカダツトム

		3		清水　裕一 シミズユウイチ		1		　平成２０年に港地区体育振興会（以下　港体振）に入会。
　“港地区住民の体育の振興と普及を図り健康で明るい地域社会づくりをめざす”をモットーに港地区の体育振興に活躍している。
　入会と同時に書記を、平成３０年度より会長の職を歴任、自治会及び地域諸団体と連携し、地域の発展に寄与している。
　市民総合体育大会では、全競技種目エントリー、市内駅伝競走大会では毎年度出場を目指し、地域の振興及び交流にも尽力している。また、幅広い年齢層で親しめる囲碁ボールやボッチャの普及に努めている。
　地区の行事・イベントについても港体振として積極的に参加し、地域住民の親睦を図っている。
　令和６年度より平塚市体育振興連絡協議会の監査となり、本部役員として体育振興の発展に努めている。		平塚市体育振興連絡協議会
会長　板東　誠二 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイカイチョウ

		4		佐藤　昭四郎 サトウショウシロウ		1		　平成６年に八幡地区体育振興会（以下　八幡体振）に入会。
　“八幡地区住民の体育の振興と普及を図り健康で明るい地域社会づくりをめざす”をモットーに八幡地区の体育振興に活動している。
　平成２８年度より副事務局、平成３０年度より会長の職を歴任、自治会及び地域諸団体と連携し、地域の発展に寄与している。
　市民総合体育大会では、競技種目エントリー、市内駅伝競走大会にも出場を目指し、地域の振興及び交流にも尽力している。
　地区の行事・イベント（３月：公民館まつり、５月：子供大会、７月：子供神輿、８月：盆踊り、１０月：八幡小学校ふれあいフェスティバル、毎月第１・３木曜日：囲碁ボール）についても八幡体振として積極的に参加し、地域住民の親睦を図っている。
　令和６年度より平塚市体育振興連絡協議会の会計となり、本部役員として体育振興の発展に努めている。		平塚市体育振興連絡協議会
会長　板東　誠二 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイカイチョウ

		5		土田　英忠 ツチダヒデタダ		1		　平成２０年４月１日、神田地区体育振興会より推薦され、平塚市スポーツ推進委員協議会に委嘱される。協議会では、年間を通して市内外の様々なスポーツ活動やイベントに尽力し、現在に至る。
　平成２８年４月１日より本部役員に就任し、研修副部長、会計監査、会計、副会長を歴任し、当協議会の中心的な役割を担い協議会発展に貢献している。
　神田地区体育振興会においては、平成１８年４月１日より活動を始め、その後、会計、事務局長を担当し地区体育振興の発展に寄与している。
　神奈川県スポーツ推進委員連合会においては、令和６年度より研修部会に所属し活躍中。
　平成２９年に神奈川県スポーツ推進委員連合会より功労者表彰をうける。		平塚市スポーツ推進委員協議会
会長　傳田　實 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイカイチョウデンタミノル

		6		高橋　優子 タカハシユウコ		1		　岡崎地区小学生の岡崎メイツのサポートを約１０年間。
　１７年間平塚市中学軟式野球連盟の会計として従事。
　当連盟の春・秋の大会運営及び平塚市少年野球大会の運営においても大会役員として協力しております。
　２０年前の市制７０周年の時の名球会においても協力しております。
 オカザキチクショウガクセイオカザキヤクネンカンネンカンヒラツカシチュウガクナンシキヤキュウレンメイカイケイジュウジトウレンメイハルアキタイカイウンエイオヨヒラツカシショウネンヤキュウタイカイウンエイタイカイヤクインキョウリョクネンマエシセイシュウネントキメイキュウカイキョウリョク		平塚市中学軟式野球連盟
会長　柿崎　芳規





R5（提出用）

				令和５年度平塚市スポーツ功労者 レイワネンドヒラツカシコウロウシャ

		№		氏名 シメイ		項目 コウモク		功績 コウセキ		推薦者 スイセンシャ

		1		北野　博史 きたのひろし		1		　平塚市テニス当協会に、実業団から３０歳で理事として就任され、以後４２年間もの永きにわたり第一線にてテニスの振興に尽力され、平塚選手権等のトーナメントの運営、協会会員や一般市民へのテニスの普及など社会体育の発展に寄与された実績は顕著であります。
その間、副理事長、副会長へと協会の要職につき、健康スポーツ普及のために老若男女が幅広くテニスに親しんでいただく大会や、さらには長寿社会に貢献すべく数々の企画を打ち出し、女性の方が気軽に参加できる「湘南レディーステニス大会」、一日５００円でテニスを楽しめる「ワンコインテニスフェスタ」や「シニアテニス大会」などの事業また、専門医を招聘し「スポーツ医学の座学講習会」等選手自身の体の管理に対する意識の醸成、市民の健康増進にも理事の中心となり活動しております。
神奈川県テニス協会においては、平塚市テニス協会における企画、運営の実績を評価され令和２年度に理事に就任、直ちにベテラン委員長として、主要大会であるベテラン大会の委員長を任されおおいに実力を発揮し、大会ディレクターとして安定した大会運営を行いました。更には令和４年度から一般対象者を含む大きな大会を運営する行事副委員長を兼任（行事委員長代行）し、主要な大会である神奈川県テニス選手権等のトーナメントディレクターを務め成功に導くなど、現在は神奈川県テニス協会においても中心的な存在として活動を行っております。
　以上の観点からも、平塚市スポーツ功労者にふさわしい実績とその貢献度は大きいものと判断されます。よってここに北野博史氏を功労者として推薦させていただきます。		平塚市スポーツ協会 ヒラツカシキョウカイタイキョウ

										会長　中田　勉 カイチョウナカダツトム

		2		大野木　進一 おおのぎしんいち		1		　高校を卒業した１９７３年から現在まで、創立６０年以上の平塚バスケットボール協会加盟チームである黒部ケ丘クラブに在籍しており、１９９６年からは指導に専念し、後進の育成に尽力している。
　指導においては、所属クラブだけでなく、ミニバスケットボールやママさんチーム等、様々なカテゴリーで永年にわたり指導にあたると共に、公認審判員としても２３年間活躍した。
　平塚バスケットボール協会においては、１９７４年、競技委員に就任した。その後、競技委員長、副理事長、理事長、顧問を経て、２０１１年から現在まで副会長として、日本リーグをはじめ、各種大会や競技運営に尽力する等、５０年間にわたり、地域のバスケットボールの普及・発展に貢献した。
 　神奈川県バスケットボール協会においても、永年、競技委員を務め、県クラブ連盟会長、その後の組織改革によるカテゴリー統合後の県社会人連盟副会長として、現在まで活躍中である。以上、バスケットボール競技の普及発展に寄与した功績は顕著である。 コウコウソツギョウネンゲンザイソウリツネンイジョウヒラツカキョウカイカメイクロベオカザイセキネンシドウセンネンコウシンイクセイジンリョクシドウショゾクトウサマザマナガネンシドウトモコウニンシンパンインネンカンカツヤクヒラツカキョウカイネンキョウギイインシュウニンゴキョウギイインチョウフクリジチョウリジチョウコモンヘネンゲンザイフクカイチョウニホンカクシュタイカイキョウギウンエイジンリョクトウネンカンチイキフキュウハッテンコウケンカナガワケンキョウカイナガネンキョウギイインツトケンレンメイカイチョウゴソシキカイカクトウゴウゴケンシャカイジンレンメイフクカイチョウゲンザイカツヤクチュウイジョウキョウギフキュウハッテンキヨコウセキケンチョ		平塚市スポーツ協会
会長　中田　勉 ヒラツカシキョウカイタイキョウカイチョウナカダツトム

		3		飯野　保 いいのたもつ		1		平成21年に神田地区体育振興会（以下　神田体振）に入会。
“神田地区住民の体育の振興と普及を図り健康で明るい地域社会つくりをめざす”をモットーに神田地区の体育振興に活躍をしている。
平成24年度より副会長、平成28年度より会長の職を歴任、自治会及び地域諸団体と連携し、地域の発展に寄与している。
市民総合体育大会では、全競技種目エントリー、市内駅伝競走大会では毎年度出場を目指し、地域の振興及び交流にも尽力している。
地区の行事・イベントについても神田体振として積極的に参加し、地域住民の親睦を図っている。
令和2年度より平塚市体育振興連絡協議会の副会長となり、本部役員として体育振興
の発展に努めている。
令和4年度には、体振60周年記念誌の編集委員長を務め、各地区体育振興会から選出された編集委員と共に記念誌を作成し、平塚市体育振興連絡協議会の節目となる60周年記念事業に大きく貢献した。
　
　		平塚市体育振興連絡協議会
会長　髙橋　佳久 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイカイチョウタカハシヨシヒサ

		4		上利　一枝 あがりかずえ		1		・平成１８年４月１日、旭北地区体育振興会推薦により、平塚市スポーツ推進委員を委嘱され、現在に至る。
・平成１６年４月１日から旭北地区体育振興会の役員として、地区体育振興の発展に寄与している。
・平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２４年４月１日から現在まで、研修部員として市内外の研修会やイベントに従事し、地区のみならず市全域のスポーツ推進に尽力している。 

　		平塚市スポーツ推進委員協議会
会長　首藤　幸子 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイカイチョウスドウサチコ

		5		長井　操 ながいみさお		1		（１） 中学校からバレーボールを始め平塚クラブチームで青年大会出場する。
（２） １９９６年地域のママさんバレーボールチームより誘われ入部。チームの中心となり各大会で優勝する。
（３） ２００７年、チームの代表・監督・選手を兼務し登録チームの推薦委員により、平塚ママさんバレーボール協会の役員になり会計に就任。協会が主催する役員会、総会、代表者会議、各種大会等の会計業務を行っている。
（４） ２００７年会計に就任して以来、現在まで１６年間に渡り平塚ママさんバレーボール協会に献身的に貢献している。		平塚レクリエーション連盟 レンメイ

										会長　河野　太郎 カイチョウ

		6		大河原　順二 おおかわらじゅんじ		1		　昭和63年に金目小学校区内の軟式少年野球チーム「金目ファイターズ」のコーチに就任。礼儀とマナーと思いやりを大切にし、社会性を身につけさせる指導をしており、現在は副代表として指導にあたっている。平成6年に平塚市少年野球連盟西部支部の役員に就任、平成27年に西部支部理事長に就任とともに平塚市少年野球連盟本部役員副会長に就任し、平塚市少年野球大会他、各種少年野球大会などの実行委員として大会運営の中心的な役割を務めている。また、少年野球底辺拡大のためチビッ子育成野球大会の開催や野球教室開催などの事業に積極的に取り組むとともに、連盟内事業の企画・運営に献身的に活動している。昭和63年より35年間にわたり、平塚市の青少年スポーツの振興・発展に寄与した功績は大きい。		平塚市スポーツクラブ連合
会長　八田　力 ヒラツカシレンゴウカイチョウハッタツトム

		7		牧原　良美 まきはらよしみ		1		　少年野球の指導者として平成１６年頃より約７年間従事し、その間父母会会長及び
平塚市少年野球連盟北部支部役員を経験し、少年野球発展のために従事しました。
　平成１８年頃より平塚市中学軟式野球連盟に所属し大野地区の代表として大野中学校の校外指導員を経験し、小学生及び中学生の野球指導に大変貢献しました。
　その間中学連盟の本部役員として大会運営に大変尽力されました。更に平塚市主催の夏の大会には役員として少年野球の発展に大変貢献しております。又、ボランティアとして湘南国際マラソンに通算７回参加・協力をしております。
 コウ		平塚市中学軟式野球連盟

										会長　柿崎　芳規 カイチョウ





R4（提出用）

				令和４年度平塚市体育功労者 レイワネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		№		氏名 シメイ		項目 コウモク		功績 コウセキ		推薦者 スイセンシャ

		1		原田　香代子 はらだかよこ		1		　昭和53年から平塚市家庭婦人卓球連盟の会計、指導委員長及び平塚卓球協会常任理事を務め、以降５期にわたって家庭婦人卓球連盟会長として家庭婦人卓球の牽引役を務めた。平塚卓球協会の常任理事・副理事長・副会長を歴任し、令和４年度より会長となる。以上のように、およそ40年にわたり平塚卓球協会と平塚市女性卓球連盟の運営の要にあり、卓球を通じて本市のスポーツ活動の推進に多大な貢献を続けている。特に、平成10年10月の神奈川国体卓球競技、平成20年６月の全国ラージボール卓球大会、平成23、29年の関東ラージボール卓球大会においても、これまでの県内外における幅広い人脈と経験に基づく実力を発揮して、大会運営の中心を担った。また、日本卓球協会公認審判員として、自ら市内、県内外の大会や全国大会の審判や審判長を務めるとともに、神奈川県卓球協会審判部委員として県内公認審判員の先頭に立ち、審判員の指導・育成と取りまとめに力を注いでいる。自らも主婦業の傍ら、現役選手としても活動を続けており、寸暇を惜しんで練習を重ね、平塚市代表として県総合体育大会にたびたび出場するなど、選手として活躍すると同時にスポーツ指導員の資格を取得しており、平塚市まちづくり財団の『卓球教室』等において、卓球指導に熱心に取り組んでいる。
　神奈川県ママさん卓球協会の会長や監査役として、その職責を誠実に果たした。また、その穏やかな人柄から、市内はもとより県内の卓球に携わる婦人層から絶大な信頼を得ている。その他、平塚市家庭婦人卓球連盟が平塚市 ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ 連盟に加盟していることから、平塚市やすらぎ回廊委員として意見具申するなど市行政へも積極的に協力してきた経歴を有する。 ツトツトツトホカ		平塚市スポーツ協会 ヒラツカシキョウカイタイキョウ

										会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		2		栗田　利広 くりたとしひろ		1		　昭和56年に東海大学柔道部を卒業。五段を取得。平塚柔道協会に入会し市内大野中学校の柔道部外部指導講師に就任し、大野中学校柔道部の存続に大いに寄与する。その後、平塚柔道協会中学部指導を平成11年から23年間務め、多くの青少年を全国大会に出場させたその功績は大である。
　平成17年から協会の少年柔道大会の実行委員長として大会の企画運営に携わり、大会プログラム作成を初め準備に奔走し協会の発展に貢献すると共に青少年健全育成に大いに尽力した。また、 東海大学柔道部OB会役員を長年務めている関係から、山下泰裕氏をはじめとし国内外多くの関係者との接点も多く、ひらつか市民スポーツフェスティバルでは世界チャンピオンの選手を毎年イベントに招待するなど柔道教室を盛り上げ成功させた。
　東京オリンピックの日本柔道代表監督井上康生氏との関係も深いことから、コロナ禍で思うように練習環境が整わないオリンピックに出場の外国選手３名を協会に受け入れ、稽古出来るように体制を整えるなど尽力し、井上監督より感謝された。日本のみならず海外においてもその功績は大いに評価に値する。また、結果として協会選手の意欲向上に繋がり、金目中学校女子選手が全国大会３位に入賞するに至った。
　東海大学柔道部監督であった白瀬英春先生八段を平塚柔道協会役員として招く橋渡しをすると共に、少年部の指導担当者になって頂くなど柔道競技の普及発展に尽力している。		平塚市スポーツ協会 ヒラツカシキョウカイタイキョウ

										会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		3		中野　文夫 なかのふみお		1		　平成13年に旭南地区体育振興会（以下　旭南体振）本部へ入会。
　「湘南やまびこ」等のHPへの掲載を目的とし、原稿作成や掲載写真の撮影等、誰にでも分かりやすく読みやすい旭南体振の活動情報を知らせる広報の活動を行っている。会長となった今日でもその姿勢は変わらず活躍している。
　平成16年度から事務局長、平成28年度から会長の職を歴任し、様々な事業の企画立案、実行の中心となって活動している。旭南体振の会員はもちろんのこと、自治会を始めとした地区諸団体の関係者からも温厚な人柄からも人望があり、厚い信頼がある。事務局長時代には市内駅伝競走大会で選手の発掘と育成に力を注ぎ、優勝するなど上位の成績を目指し活動を継続している。会長に就任してからも市民総合体育大会において多方面の方々と協力し、全種目エントリー及び各種目のチーム力を高めることに尽力し、地区を総合３位の好成績に導いた。このように良い成績を収めることが出来るよう今日でも努力を重ねている。
　旭南体振の大会や地区のイベント等では、出場選手を始めサポートスタッフにまで細かく気を配り、地域の住民の結束や親睦が図れるよう、積極的に行動し地域の発展に寄与している。
　平成28年度から平塚市体育振興連絡協議会の会計となり、本部役員としても活躍の場を広げ、平塚市の体育振興の発展にも寄与している。
 オヨ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ

										会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		4		傳田　實 でんだみのる		1		　平成6年4月1日になでしこ地区体育振興会より推薦され、平塚市体育指導委員に初めて委嘱され、1度の退任後、再び平成24年4月1日に委嘱され、現在に至る。
　平塚市スポーツ推進委員協議会では、平成26年から本部役員に就任後、研修副部長を６年間務め、現在は副会長として４年目を迎え、当協議会の中心的な役割を担い発展に貢献している。また、神奈川県推進委員連合会においても平成30年から現在に至るまで研修部会に所属している。
　なでしこ地区体育振興会でも役員として活躍し、ミニバスケットボールチームの創設、市のミニバスケットボール連盟の副理事長も務め、地域におけるスポーツ・レクリエーションの普及・発展に貢献し、平塚市のスポーツ推進にも多大な貢献をしている。
　なお、令和３年度に関東スポーツ推進委員協議会表彰を受賞している。
　

 ヘイセイネンホンブヤクインシュウニンゴネンカンツトゲンザイネンメムカカナガワヘイセイネンゲンザイイタレイワネンド		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ

										会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		5		石井　扶美子 いしいふみこ		1		　平成８年４月１日から平塚市女性卓球連盟の会計監査就任から現在まで、長年にわたり平塚市女性卓球連盟の役員を担い、女性卓球の普及に貢献している。
　平成30年からは、有志の南原地域の小中学校を対象に「南原ジュニア卓球クラブ」として月に２回卓球教室を開き、地域の子ども達の育成に尽力している。
　平成23年９月に行われた第４回関東ラージボール卓球大会で、ミックスダブルス、女子ダブルスで優勝するなど、選手としても活躍し、輝かしい成績を残している。 
　現在は平塚市女性卓球連盟の顧問として、後任の育成に励んでいる。		平塚レクリエーション連盟 レンメイ

										会長　河野　太郎 カイチョウ

		6		花塚　昌則 はなづかまさのり		1		　真土ジュニアバレーボール同好会に1991年４月からコーチとして指導者に就任して以来、自チーム強化と選手育成に努めるとともに、2014年までの長きに亘り平塚地域小学生バレーボール連盟（以下　平塚地域小連）の指導普及委員として小学生バレーの普及発展に寄与した。
　 2006年に小学生バレーボール指導資格認定証、及び同年Ｃ級審判員資格を取得し、2014年から５年間平塚地域小連の審判委員として大会等の審判活動に邁進した。
　2019年から現在まで、平塚地域小連の競技副委員長の役職に就き、コロナ禍の難しい競技環境下にも拘わらず、運営手腕を発揮して大会競技の円滑な推進に多大な貢献を果たした。
　小学生バレーボール指導者として、31年間一貫した指導理念で子どもたちにスポーツの楽しさと、マナーの大切さを修得させた。また、代表監督就任後チームを県大会出場に導く一方、家庭婦人チームや市民総体への協力参加に力を注ぎ、今日の地元真土地区躍進を支える力となり、地域社会体育振興につながる大きな功績を残した。
 オヨゲンザイ		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ

										会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ

		7		四方田　芳幸 よもだよしゆき		1		　神奈川県の少年野球の公認審判員として約31年にわたり、平塚市の少年野球を指導してきた。
　指導者としては、約13年間に渡り小学生の指導を行い、その後、平塚市中学軟式野球連盟の役員を務めながら、中原地区の代表者として19年間中学生の指導を行った。また、中原中学校の校外指導員も兼務して連盟の大会運営に貢献した。
　その他、平塚市主催の夏の大会に役員として、長年にわたり協力してきた。 カナガワケンショウネンヤキュウコウニンシンパンインヤクネンヒラツカシショウネンヤキュウシドウシドウシャヤクネンカンワタショウガクセイシドウオコナゴヒラツカシチュウガクナンシキヤキュウレンメイヤクインツトナカハラチクダイヒョウシャネンカンチュウガクセイシドウオコナナカハラチュウガッコウコウガイシドウインケンムレンメイタイカイウンエイコウケンホカヒラツカシシュサイナツタイカイヤクインナガネンキョウリョク		平塚市中学軟式野球連盟

										会長　柿崎　芳規 カイチョウ





R4（作成用）

		令和４年度平塚市体育功労者 レイワネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ		功績 コウセキ

		原田　香代子 はらだかよこ		平塚市スポーツ協会 ヒラツカシキョウカイタイキョウ		1		　昭和53年から平塚市家庭婦人卓球連盟の会計、指導委員長及び平塚卓球協会常任理事をつとめ、以降５期にわたって家庭婦人卓球連盟会長として家庭婦人卓球の牽引役をつとめた。また、平塚卓球協会の常任理事・副理事長・副会長を歴任し、令和４年度より会長となる。以上のように、およそ40年にわたり平塚卓球協会と平塚市女性卓球連盟の運営の要にあり、卓球を通じて本市のスポーツ活動の推進に多大な貢献を続けている。特に、平成10年10月の神奈川国体卓球競技、平成20年６月の全国ラージボール卓球大会、平成23年と平成29年の関東ラージボール卓球大会においても、これまでの県内外における幅広い人脈と経験に基づく実力を発揮して、大会運営の中心を担った。
　日本卓球協会公認審判員として、自ら市内、県内外の大会や全国大会の審判や審判長をつとめるともに、神奈川県卓球協会審判部委員として県内公認審判員の先頭に立ち、審判員の指導・育成と取りまとめに力を注いでいる。自らも主婦業の傍ら、現役選手としても活動を続けており、寸暇を惜しんで練習を重ね、平塚市代表として県総合体育大会にたびたび出場するなど、選手として活躍すると同時にスポーツ指導員の資格を取得しており、平塚市まちづくり財団の『卓球教室』等において、卓球指導に熱心に取り組んでいる。
　神奈川県ママさん卓球協会の会長や監査役として、その職責を誠実に果たした。また、その穏やかな人柄から、市内はもとより県内の卓球に携わる婦人層から絶大な信頼を得ている。
　平塚市家庭婦人卓球連盟が平塚市 ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ 連盟に加盟していることから、平塚市やすらぎ回廊委員として意見具申するなど市行政へも積極的に協力してきた経歴を有する。		　昭和53年から平塚市家庭婦人卓球連盟の会計、指導委員長及び平塚卓球協会常任理事をつとめ、以降５期にわたって家庭婦人卓球連盟会長として家庭婦人卓球の牽引役をつとめた。また、平塚卓球協会の常任理事・副理事長・副会長を歴任し、令和４年度より会長となる。以上のように、およそ40年にわたり平塚卓球協会と平塚市女性卓球連盟の運営の要にあり、卓球を通じて本市のスポーツ活動の推進に多大な貢献を続けている。特に、平成10年10月の神奈川国体卓球競技、平成20年６月の全国ラージボール卓球大会、平成23年と平成29年の関東ラージボール卓球大会においても、これまでの県内外における幅広い人脈と経験に基づく実力を発揮して、大会運営の中心を担った。
　日本卓球協会公認審判員として、自ら市内、県内外の大会や全国大会の審判や審判長をつとめるともに、神奈川県卓球協会審判部委員として県内公認審判員の先頭に立ち、審判員の指導・育成と取りまとめに力を注いでいる。自らも主婦業の傍ら、現役選手としても活動を続けており、寸暇を惜しんで練習を重ね、平塚市代表として県総合体育大会にたびたび出場するなど、選手として活躍すると同時にスポーツ指導員の資格を取得しており、平塚市まちづくり財団の『卓球教室』等において、卓球指導に熱心に取り組んでいる。
　神奈川県ママさん卓球協会の会長や監査役として、その職責を誠実に果たした。また、その穏やかな人柄から、市内はもとより県内の卓球に携わる婦人層から絶大な信頼を得ている。
　平塚市家庭婦人卓球連盟が平塚市 ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ 連盟に加盟していることから、平塚市やすらぎ回廊委員として意見具申するなど市行政へも積極的に協力してきた経歴を有する。

 ミズカ

				会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		中田　勉 なかだつとむ		平塚市スポーツ協会 ヒラツカシキョウカイタイキョウ		1		平塚市テニス協会に、若干２２歳の若さで理事として就任し、以後４１年間もの永きにわたりテニス振興に尽力され、社会体育の発展にも寄与された実績は顕著であります。平成１８年に４８歳の若さで理事長職に押されました。その後、数々の改革と実績を残し平成３０年に現在の会長職に就任されました。令和元年には平塚市体育協会の副会長兼理事長という要職にも就き現在活躍されています。
　平塚市テニス協会の理事長として健康スポーツ普及のために老若男女が幅広くテニスに親しんでいただく大会や、さらには長寿社会に貢献すべく数々の企画を打ち出してこられました。女性の方が気軽に参加できる「湘南レディーステニス大会」を開催、一日５００円でテニスを楽しめる「ワンコインテニスフェスタ」や「シニアテニス大会」そして、専門医を招聘し「スポーツ医学の座学講習会」等、市民の健康増進にも寄与してきました。また、平成２５年には、全日本都市対抗テニス全国大会に神奈川県を代表し、全国ベスト１６という快挙で、平塚市の名を高めてきました。
　
　

				会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		松川　成芳 まつかわしげよし		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成２０年度に四之宮地区体育振興会（以下　四之宮体振）本部へ入会。広報委員として「体振だより」の原稿作成、掲載写真撮影等、誰にでも読みやすく四之宮体振の活動情報を知らせる広報誌の作成に携わっている。入会してから会長となった今でも兼任という形で活躍している。
平成２２年度より副会長、平成２６年度より会長の職を歴任し、様々な事業の企画立案、実行の中心となって活動している。四之宮地区体振の会員はもちろん、自治会を始めとした地区諸団体の関係者からも人望が厚く信頼されている。
会長に就任してからは、市民総合体育大会の全種目エントリーを心掛け、選手の発掘、育成に力を注ぎ、常に上位の成績を収めている。また、市内駅伝競走大会では、四之宮地区最高位の準優勝までチーム力を上げることに尽力された。このような大会や地域のイベントでは、出場選手はもちろんサポートスタッフにまで細やかな心配り　　　をし、四之宮体振内はもちろん、地域住民の結束、親睦を積極的に図るように尽力している。
令和２年度からは、平塚市体育振興連絡協議会会計として本部役員として活躍の場を広げ、平塚市の体育振興の発展に寄与している。

				会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		山田　和子 やまだかずこ		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成６年平塚市体育振興連絡協議会選出により、当表彰を受賞した候補者の父親にあたる山田正之助氏を模範とし、親子２代で地域の体育振興に寄与されている。平成１６年より中原地区体育振興会の書記として２年間活躍され、それを契機に平成１８年から体育指導員（現スポーツ推進委員）として、中原・大原地区を中心に中原地区体育振興会役員として１８年目、体育指導員（現スポーツ推進委員）として１６年目を迎え、今もなお最前線で地区体育振興の発展に寄与されている。
　平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２２年から本部役員に就任し、総務副部長として８年間務められた。現在は、本部役員の中心的な役割を担う「三役」の一翼である会計として４年目を迎え、平塚市スポーツ推進委員協議会の中心として活躍されている。
　平成２８年２月に神奈川県スポーツ推進委員連合会功労者表彰を受賞されている。

				会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		藤井　誠 ふじいまこと		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		1995年より、神田小学校区を中心とする少年・少女のサッカー指導を始め、2000年より、平塚市サッカー協会に所属する各チームから選抜された優秀な選手で構成された「平塚市トレーニングセンター」の指導者として、長期的視野に立った選手の育成に関わる。2004年より、平塚トレセンのチーフとして、平塚市小中学校指導者、湘南ベルマーレ育成スタッフ等と連携、協力しながら、発育発達の年代別の心身の特徴をふまえた指導を展開している。平塚市トレーニングセンターからさらに神奈川県、関東、ナショナルトレーニングセンターへの派遣実績多数ある。
卒業生の中からは県内、県外のサッカー強豪高校への進学、Ｊリーグ下部組織への入団等、数多くの優秀な選手が育っており、湘南ベルマーレ、川崎フロンターレ、等で活動するＪリーガーを輩出している。
今後も、小中学校の選手育成を中心に、日本サッカーの発展に寄与していく人物である。

				会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ

		巻嶋　孝安 まきしまたかやす		平塚市中学軟式野球連盟		1		地元平塚の中学より野球を始め高校・大学と野球一筋の人生で有り、昭和５０年頃より岡崎地区の岡崎メイツの指導を初めて約３０年間にわたって少年野球（小学生）に従事しました。その間岡崎メイツとして市内大会を始め平塚代表で県大会にも何度も参加しました。その後、平成１７年頃より中学生の指導を始めて、大住中学校の野球部校外指導員を平成３１年頃まで指導し、同時に平塚市中学軟式野球連盟の副会長として、中学生の指導及び若い指導者の指導も含め、連盟として年３回の大会の実施に当たり大会運営に大変貢献をしてきております。

				会長　柿崎　芳規 カイチョウ





R3（２）

				令和３年度平塚市体育功労者 レイワネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		№		氏名 シメイ		項目 コウモク		功績 コウセキ		推薦者 スイセンシャ

		1		小泉　一二三 こいずみかずぞう		1		昭和５５年に日本陸上競技連盟の公認審判員資格を取得。教職の傍ら選手の指導に尽力した。平成２年に平塚市陸上競技協会の理事に就任。主に小学生の陸上競技の普及活動のまとめ役として貢献した。平成７年には第一種公認審判員取得の頃より県や市の競技会において計時を担当し、正確性は抜群との高い評価を受けた。その信頼性により長い間、市内一周駅伝の計時の要である親時計を担当する等、審判員としての手腕は絶大である。平成９年の平塚市陸上競技協会の創立５０周年時は記念誌の編集委員の中心として、また平成２９年の創立７０周年には会長としてその責務を全うした。さらに三浦半島県下駅伝競走大会や市町村対抗「かながわ駅伝」の代表選手の選考や強化練習、育成等にも尽力した。毎月開催している月例記録会では審判長として職責を全うしている。平成１７年から就任した平塚市陸上競技協会の副会長の時は、全ての大会の賞状を一手に引き受けて記録や氏名等を書くなど、なくてはならない存在であった。平成２８年からは会長として会務を遂行した。 シュウニン		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ

										会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		2		中田　勉 なかだつとむ		1		平塚市テニス協会に、若干２２歳の若さで理事として就任し、以後４１年間もの永きにわたりテニス振興に尽力され、社会体育の発展にも寄与された実績は顕著であります。中田氏の実直で温厚な性格と卓越した調整能力は平塚市テニス協会には最適な人材であることは衆目の一致しているところであり、早くから協会のリーダーとして嘱望され、平成１８年４８歳の若さで理事長職に押されました。その後、数々の改革と実績を残し平成３０年に現在の会長職に就任されました。令和元年には平塚市体育協会の副会長兼理事長という要職にも就き現在活躍されています。平塚市テニス協会の理事長として健康スポーツ普及のために老若男女が幅広くテニスに親しんでいただく大会や、さらには長寿社会に貢献すべく数々の企画を打ち出してこられました。女性の方が気軽に参加できる「湘南レディーステニス大会」を開催、一日５００円でテニスを楽しめる「ワンコインテニスフェスタ」や「シニアテニス大会」そして、専門医を招聘し「スポーツ医学の座学講習会」等、市民の健康増進にも寄与してきました。平成２５年には、全日本都市対抗テニス全国大会に神奈川県を代表し、全国ベスト１６という快挙で、平塚市の名を高めてきました。
平塚市体育協会においても、平成１８年の理事就任以降、常任理事、副理事長、副会長兼理事長として、永年に渡り競技力強化をはじめ、協会の発展に努め、成果も多いに認められます。また、県スポーツ協会の監事としても、その職責を十分に果たしています。
　 ヒラツカシ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ

										会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		3		松川　成芳 まつかわしげよし		1		平成２０年度に四之宮地区体育振興会（以下　四之宮体振）本部へ入会。広報委員として「体振だより」の原稿作成、掲載写真撮影等、誰にでも読みやすく四之宮体振の活動情報を知らせる広報誌の作成に携わっている。入会してから会長となった今でも兼任という形で活躍している。平成２２年度より副会長、平成２６年度より会長の職を歴任し、様々な事業の企画立案、実行の中心となって活動している。四之宮地区体振の会員はもちろん、自治会を始めとした地区諸団体の関係者からも人望が厚く信頼されている。会長に就任してからは、市民総合体育大会の全種目エントリーを心掛け、選手の発掘、育成に力を注ぎ、常に上位の成績を収めている。また、市内駅伝競走大会では、四之宮地区最高位の準優勝までチーム力を上げることに尽力された。このような大会や地域のイベントでは、出場選手はもちろんサポートスタッフにまで細やかな心配りをし、四之宮体振内はもちろん、地域住民の結束、親睦を積極的に図るように尽力している。
令和２年度からは、平塚市体育振興連絡協議会会計として本部役員に就任し、活躍の場を広げ、平塚市の体育振興の発展に寄与している。
 シュウニン		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ

										会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		4		山田　和子 やまだかずこ		1		平成６年平塚市体育振興連絡協議会選出により、当表彰を受賞した候補者の父親にあたる山田正之助氏を模範とし、親子２代で地域の体育振興に寄与されている。平成１６年より中原地区体育振興会の書記として２年間活躍され、それを契機に平成１８年から体育指導員（現スポーツ推進委員）として、中原・大原地区を中心に中原地区体育振興会役員として１８年目、体育指導員（現スポーツ推進委員）として１６年目を迎え、今もなお最前線で地区体育振興の発展に寄与されている。
平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２２年から本部役員に就任し、総務副部長として８年間務められた。現在は、本部役員の中心的な役割を担う「三役」の一翼である会計として４年目を迎え、平塚市スポーツ推進委員協議会の中心として活躍されている。
平成２８年２月に神奈川県スポーツ推進委員連合会功労者表彰を受賞されている。		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ

										会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		5		藤井　誠 ふじいまこと		1		1995年より、神田小学校区を中心とする少年・少女のサッカー指導を始め、2000年より、平塚市サッカー協会に所属する各チームから選抜された優秀な選手で構成された「平塚市トレーニングセンター」の指導者として、長期的視野に立った選手の育成に関わる。2004年より、平塚トレセンのチーフとして、平塚市小中学校指導者、湘南ベルマーレ育成スタッフ等と連携、協力しながら、発育発達の年代別の心身の特徴をふまえた指導を展開している。平塚市トレーニングセンターからさらに神奈川県、関東、ナショナルトレーニングセンターへの派遣実績が多数ある。卒業生の中からは県内、県外のサッカー強豪高校への進学、Ｊリーグ下部組織への入団等、数多くの優秀な選手が育っており、湘南ベルマーレ、川崎フロンターレ、等で活動するＪリーガーを輩出している。今後も、小中学校の選手育成を中心に、日本サッカーの発展に寄与していく人物である。		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ

										会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ

		6		巻嶋　孝安 まきしまたかやす		1		地元平塚の中学より野球を始め高校・大学と野球一筋の人生で有り、昭和５０年頃より岡崎地区の岡崎メイツの指導を始めて約３０年間にわたって少年野球（小学生）に従事しました。その間岡崎メイツとして市内大会を始め平塚代表で県大会にも何度も参加しました。その後、平成１７年頃より中学生の指導を始めて、大住中学校の野球部校外指導員を平成３１年頃まで指導し、同時に平塚市中学軟式野球連盟の副会長として、中学生の指導及び若い指導者の指導も含め、連盟として年３回の大会の実施に当たり大会運営に大変貢献をしてきております。 ハジ		平塚市中学軟式野球連盟

										会長　柿崎　芳規 カイチョウ





R3

		令和２年度平塚市体育功労者 レイワネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ		功績 コウセキ

		小泉　一二三 こいずみかずぞう		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		昭和５５年に日本陸上競技連盟の公認審判員資格を取得。教職の傍ら選手の指導に尽力した。平成２年に平塚市陸上競技協会の理事に就任。主に小学生の陸上競技の普及活動のまとめ役として貢献した。平成７年には第一種公認審判員取得の頃より県や市の競技会において計時を担当し、正確性は抜群との高い評価を受けた。その信頼性により長い間、市内一周駅伝の計時の要である親時計を担当する等、審判員としての手腕は絶大である。平成９年の平塚市陸上競技協会の創立５０周年時は記念誌の編集委員の中心として、また平成２９年の創立７０周年には会長としてその責務を全うした。さらに三浦半島県下駅伝競走大会や市町村対抗「かながわ駅伝」の代表選手の選考や強化練習、育成等にも尽力した。毎月開催している月例記録会では審判長として職責を全うしている。平成１７年から平塚市陸上競技協会の副会長の時は、全ての大会の賞状を一手に引き受けて記録や氏名等を書くなど、なくてはならない存在であった。平成２８年からは会長として会務を遂行した。		・昭和５５年日本陸上競技連盟の公認審判員資格を取得。教職の傍ら選手の指導に尽力した。
・平成２年平塚市陸上競技協会の理事に就任。主に小学生の陸上競技の普及活動のまとめ役として貢献した。
・平成７年第一種公認審判員取得の頃より県や市の競技会において計時を担当し、正確性は抜群との高い評価を受けた。その信頼性により長い間、市内一周駅伝の計時の要である親時計を担当する等、審判員としての手腕は絶大である。
・平成９年の平塚市陸上競技協会の創立５０周年時は記念誌の編集委員の中心として、また平成２９年の創立７０周年には会長としてその責務を全うした。さらに三浦半島県下駅伝競走大会や市町村対抗「かながわ駅伝」の代表選手の選考や強化練習、育成等にも尽力した。
・毎月開催している月例記録会では審判長として職責を全うしている。
・平成１７年から平塚市陸上競技協会の副会長の時は、全ての大会の賞状を一手に引き受けて記録や氏名等を書くなど、なくてはならない存在であった。
・平成２８年からは会長として会務を遂行した。

長年にわたり陸上競技の普及・発展に寄与した功績は誠に顕著である。

				会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		中田　勉 なかだつとむ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		平塚市テニス協会に、若干２２歳の若さで理事として就任し、以後４１年間もの永きにわたりテニス振興に尽力され、社会体育の発展にも寄与された実績は顕著であります。平成１８年に４８歳の若さで理事長職に押されました。その後、数々の改革と実績を残し平成３０年に現在の会長職に就任されました。令和元年には平塚市体育協会の副会長兼理事長という要職にも就き現在活躍されています。
　平塚市テニス協会の理事長として健康スポーツ普及のために老若男女が幅広くテニスに親しんでいただく大会や、さらには長寿社会に貢献すべく数々の企画を打ち出してこられました。女性の方が気軽に参加できる「湘南レディーステニス大会」を開催、一日５００円でテニスを楽しめる「ワンコインテニスフェスタ」や「シニアテニス大会」そして、専門医を招聘し「スポーツ医学の座学講習会」等、市民の健康増進にも寄与してきました。また、平成２５年には、全日本都市対抗テニス全国大会に神奈川県を代表し、全国ベスト１６という快挙で、平塚市の名を高めてきました。
　
　		平塚市テニス協会に、若干２２歳の若さで理事として就任し、以後４１年間もの永きにわたりテニス振興に尽力され、社会体育の発展にも寄与された実績は顕著であります。
　中田氏の実直で温厚な性格と卓越した調整能力は当協会には最適な人材であることは衆目の一致しているところであり、早くから協会のリーダーとして嘱望され、平成１８年４８歳の若さで理事長職に押されました。その後、数々の改革と実績を残し平成３０年に現在の会長職に就任されました。令和元年には平塚市体育協会の副会長兼理事長という要職にも就き現在活躍されています。
　平塚市テニス協会の理事長として健康スポーツ普及のために老若男女が幅広くテニスに親しんでいただく大会や、さらには長寿社会に貢献すべく数々の企画を打ち出してこられました。女性の方が気軽に参加できる「湘南レディーステニス大会」を開催、一日５００円でテニスを楽しめる「ワンコインテニスフェスタ」や「シニアテニス大会」そして、専門医を招聘し「スポーツ医学の座学講習会」等、市民の健康増進にも寄与してきました。
　平成２５年には、全日本都市対抗テニス全国大会に神奈川県を代表し、全国ベスト１６という快挙で、平塚市の名を高めてきました。
平塚市体育協会においても、平成１８年の理事就任以降、常任理事、副理事長、副会長兼理事長として、永年に渡り競技力強化をはじめ、協会の発展に努め、成果も多いに認められます。また、県スポーツ協会の監事としても、その職責を十分に果たしています。
　以上の観点からも、平塚市体育功労者にふさわしい人格と実績、そして貢献度は大なるものと思います。よってここに推薦させていただきます。
　

				会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		松川　成芳 まつかわしげよし		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成２０年度に四之宮地区体育振興会（以下　四之宮体振）本部へ入会。広報委員として「体振だより」の原稿作成、掲載写真撮影等、誰にでも読みやすく四之宮体振の活動情報を知らせる広報誌の作成に携わっている。入会してから会長となった今でも兼任という形で活躍している。
平成２２年度より副会長、平成２６年度より会長の職を歴任し、様々な事業の企画立案、実行の中心となって活動している。四之宮地区体振の会員はもちろん、自治会を始めとした地区諸団体の関係者からも人望が厚く信頼されている。
会長に就任してからは、市民総合体育大会の全種目エントリーを心掛け、選手の発掘、育成に力を注ぎ、常に上位の成績を収めている。また、市内駅伝競走大会では、四之宮地区最高位の準優勝までチーム力を上げることに尽力された。このような大会や地域のイベントでは、出場選手はもちろんサポートスタッフにまで細やかな心配り　　　をし、四之宮体振内はもちろん、地域住民の結束、親睦を積極的に図るように尽力している。
令和２年度からは、平塚市体育振興連絡協議会会計として本部役員として活躍の場を広げ、平塚市の体育振興の発展に寄与している。		　　　　平成２０年度に四之宮地区体育振興会（以下　四之宮体振）本部へ入会。
　　　　広報委員として「体振だより」の原稿作成、掲載写真撮影等、誰にでも読みやすく
　　　四之宮体振の活動情報を知らせる広報誌の作成に携わっている。入会してから会長と
なった今でも兼任という形で活躍している。
平成２２年度より副会長、平成２６年度より会長の職を歴任し、様々な事業の企画
　　　立案、実行の中心となって活動している。四之宮地区体振の会員はもちろん、自治会
を始めとした地区諸団体の関係者からも人望が厚く信頼されている。
　　　　会長に就任してからは、市民総合体育大会の全種目エントリーを心掛け、選手の発
　　　掘、育成に力を注ぎ、常に上位の成績を収めている。また、市内駅伝競走大会では、
　　　四之宮地区最高位の準優勝までチーム力を上げることに尽力された。このような大会
　　　や地域のイベントでは、出場選手はもちろんサポートスタッフにまで細やかな心配り　　　をし、四之宮体振内はもちろん、地域住民の結束、親睦を積極的に図るように尽力し
ている。
　　　　令和２年度からは、平塚市体育振興連絡協議会会計として本部役員として活躍の
　　　場を広げ、平塚市の体育振興の発展に寄与している。

				会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		山田　和子 やまだかずこ		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成６年平塚市体育振興連絡協議会選出により、当表彰を受賞した候補者の父親にあたる山田正之助氏を模範とし、親子２代で地域の体育振興に寄与されている。平成１６年より中原地区体育振興会の書記として２年間活躍され、それを契機に平成１８年から体育指導員（現スポーツ推進委員）として、中原・大原地区を中心に中原地区体育振興会役員として１８年目、体育指導員（現スポーツ推進委員）として１６年目を迎え、今もなお最前線で地区体育振興の発展に寄与されている。
　平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２２年から本部役員に就任し、総務副部長として８年間務められた。現在は、本部役員の中心的な役割を担う「三役」の一翼である会計として４年目を迎え、平塚市スポーツ推進委員協議会の中心として活躍されている。
　平成２８年２月に神奈川県スポーツ推進委員連合会功労者表彰を受賞されている。		・平成６年平塚市体育振興連絡協議会選出により、当表彰を受賞した候補者の父親にあたる
　山田正之助氏を模範とし、親子２代で地域の体育振興に寄与されている。
・平成１６年より中原地区体育振興会の書記として２年間活躍され、それを契機に平成１８
　年から体育指導員（現スポーツ推進委員）として、中原・大原地区を中心に中原地区体育
振興会役員として１８年目、体育指導員（現スポーツ推進委員）として１６年目を迎え、
今もなお最前線で地区体育振興の発展に寄与されている。
・平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２２年から本部役員に就任し、総務副部
　長として８年間務められた。現在は、本部役員の中心的な役割を担う「三役」の一翼である会計として４年目を迎え、平塚市スポーツ推進委員協議会の中心として活躍されている。
・平成２８年２月に神奈川県スポーツ推進委員連合会功労者表彰を受賞されている。

				会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		藤井　誠 ふじいまこと		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		1995年より、神田小学校区を中心とする少年・少女のサッカー指導を始め、2000年より、平塚市サッカー協会に所属する各チームから選抜された優秀な選手で構成された「平塚市トレーニングセンター」の指導者として、長期的視野に立った選手の育成に関わる。2004年より、平塚トレセンのチーフとして、平塚市小中学校指導者、湘南ベルマーレ育成スタッフ等と連携、協力しながら、発育発達の年代別の心身の特徴をふまえた指導を展開している。平塚市トレーニングセンターからさらに神奈川県、関東、ナショナルトレーニングセンターへの派遣実績多数ある。
卒業生の中からは県内、県外のサッカー強豪高校への進学、Ｊリーグ下部組織への入団等、数多くの優秀な選手が育っており、湘南ベルマーレ、川崎フロンターレ、等で活動するＪリーガーを輩出している。
今後も、小中学校の選手育成を中心に、日本サッカーの発展に寄与していく人物である。		・1995年より、神田小学校区を中心とする少年・少女のサッカー指導を始める。
・2000年より、平塚市サッカー協会に所属する各チームから選抜された優秀な選手で構成された「平塚市トレーニングセンター」の指導者として、長期的視野に立った選手の育成に関わる。
・2004年より、平塚トレセンのチーフとして、平塚市小中学校指導者、湘南ベルマーレ育成スタッフ等と連携、協力しながら、発育発達の年代別の心身の特徴をふまえた指導を展開している。
・平塚市トレーニングセンターからさらに神奈川県、関東、ナショナルトレーニングセンターへの派遣実績多数あり。
・卒業生の中からは県内、県外のサッカー強豪高校への進学、Ｊリーグ下部組織への入団等、数多くの優秀な選手が育っている。
・湘南ベルマーレ、川崎フロンターレ、等で活動するＪリーガーを輩出している。
・今後も、小中学校の選手育成を中心に、日本サッカーの発展に寄与していく人物である。

				会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ

		巻嶋　孝安 まきしまたかやす		平塚市中学軟式野球連盟		1		地元平塚の中学より野球を始め高校・大学と野球一筋の人生で有り、昭和５０年頃より岡崎地区の岡崎メイツの指導を初めて約３０年間にわたって少年野球（小学生）に従事しました。その間岡崎メイツとして市内大会を始め平塚代表で県大会にも何度も参加しました。その後、平成１７年頃より中学生の指導を始めて、大住中学校の野球部校外指導員を平成３１年頃まで指導し、同時に平塚市中学軟式野球連盟の副会長として、中学生の指導及び若い指導者の指導も含め、連盟として年３回の大会の実施に当たり大会運営に大変貢献をしてきております。		地元平塚の中学より野球を始め高校・大学と野球一筋の人生で有り、昭和５０年頃より
岡崎地区の岡崎メイツの指導を初めて約３０年間にわたって少年野球（小学生）に従事し
ました。その間岡崎メイツとして市内大会を始め平塚代表で県大会にも何度も参加しまし
た。その後、平成１７年頃より中学生の指導を始めて、大住中学校の野球部校外指導員を
平成３１年頃まで指導し、同時に平塚市中学軟式野球連盟の副会長として、中学生の指導
及び若い指導者の指導も含め、連盟として年３回の大会の実施に当たり大会運営に大変貢
献をしてきております。

				会長　柿崎　芳規 カイチョウ





R2 (2)

		令和２年度平塚市体育功労者 レイワネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		項目 コウモク		功績 コウセキ		推薦者 スイセンシャ

		渡辺　一敏 わたなべかずとし		1		平成10年、平塚スキー協会理事長・平成25年より副会長に就任以来、今年第９回を迎えた平塚スキー協会講習会をはじめ、平塚スキー選手権大会、ジュニアスキー講習会等毎年熱心に推進し、国体出場選手の輩出や、地域におけるスノースポーツの普及・発展に尽力した。また、平成20年、61回続いた神奈川県総合体育大会冬季スキー競技会、それを継承した神奈川県市町村対抗スキー競技会に平塚市代表選手を送り、活躍を図った。
平塚市体育協会においても、平成10年より理事、平成25年より常任理事として、永年にわたり尽力した。		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ

		（東八幡
三丁目） ヒガシヤワタサンチョウメ						会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		石川　一郎 いしかわいちろう		1		平塚市サッカー協会において、平成16年から副会長及び平成27年から会計（兼任）に就任。また、平塚市総合体育大会港地区体育振興会サッカー部長や港FCの現代表等、積極的に関わり現在も取り組まれている。平成16年から平塚市サッカー協会の社会貢献事業として大神スポーツ広場へアルミ製ゴール寄贈を始め市内中学校ゴールの入れ替え（終了）、現在は、小学校のゴール入れ替えに取り組む。また、例年開催される天皇杯全日本サッカー選手権大会平塚会場に於いても日本サッカー協会との連絡調整・運営に携わるなどの多大なる功績が認められる。また、平塚市体育協会においても、永年評議員として、平成19年から現在まで監事として尽力した。		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ

		（札場町）						会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		坂口　庄史 さかぐちしょうじ		1		平成6年（1994年）4月から、現在に至るまで、26年間に亘って、金田地区体育振興会の理事を務める。
金田地区内における体育の普及、振興ならびにその発展向上を図り、健康で明るい社会の実現につとめることに尽力した。
特に、ドッジボール大会、卓球大会、ニュースポーツ大会、バドミントン大会、元旦マラソン大会の主催および市民総合体育大会の参加については、先頭に立ってリーダーシップを発揮した。
平塚市体育振興連絡協議会においても平成30年から現在まで事務局次長として尽力している。
　 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイヘイセイネンゲンザイジムキョクジチョウジンリョク		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ

		（金田） カネダ						会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		佐藤　岩太郎 さとういわたろう		1		平成14年５月から、現在に至るまで、18年間に亘って、富士見地区の体育振興に貢献。平成16年から役員として地区体育行事やレクリエーションの運営に尽力した。とりわけバウンドテニス等のニュースポーツを積極的に導入し、普及推進に努めた。また、地区のサイクリング行事を企画するなど、スポーツを通じた地域交流の活性化に寄与した。
平成16年４月１日からは事務局次長、事務局長、副会長、会長と歴任した。
現在は、富士見地区体育振興会顧問として、後進の指導、育成に尽力している。 ガツゲンザイイタネンカンワタフジミチクタイイクシンコウコウケンレキニンアト		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ

		（富士見） フジミ						会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		山口　弘子 やまぐちひろこ		1		平成16年８月５日、花水地区体育振興会推薦により、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至る。平成17年より、花水地区体育振興会の理事を務め、永きに亘り、地区体育振興にも尽力している。平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成24年４月１日から現在まで、総務副部長を務めており、市内外の研修会やイベントなどに従事し、市全域のスポーツ推進に尽力している。上記以外に花水ミニバスケットボールサークルのＧＭとして青少年育成に尽力を注がれ、また、日本体育協会（現日本スポーツ協会）認定スポーツリーダー及び同協会公認ゲートボール指導員の資格を取得され、競技の普及・振興に多大な貢献をしている。
 ジョウキイガイ		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ

		（松風町） マツカゼチョウ						会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		石原　清子 いしはらきよこ		1		昭和54年日本スポーツ協会公認スポーツ指導者コーチ１を取得後、女性卓球連盟会員の技術指導に当たり、その後平成14年同じくコーチ２を取得して指導に当たる。女性卓球連盟在任中に七夕大会の試合の抽選、プログラム作りの手引きをまとめた。指導員長を昭和60年、平成９年、平成26年と３回務め、指導員の総括をして指導に当たる。平成14年～平成26年にわたり平塚卓球協会の常任理事を務め、平成23年～平成26年は事業部長を務め試合を中心的にまとめた。平塚市まちづくり財団教室の責任者を長年にわたり務めている。審判員としても関東ろう学校大会、関東ラージボール大会等、審判員として活躍している。		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ

		（岡崎） オカザキ						会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		高山　和彦 たかやまかずひこ		1		中学校～高校～大学～社会人（一般）では平塚市の代表として各試合に出場。
社会人（一般）になってからは、小学生、中学生、高校生等の指導・市大会、県大会等の大会審判などで役員として大会運営。
平成15年４月から平塚市剣道連盟常任理事、錬成部長、副理事長、副会長と歴任。現在は副会長の役職及び南部剣道スポーツ少年団支部長・神奈川県剣道連盟派遣理事・錬成部を担当して剣道連盟の運営に多大な功労がある。（現在：剣道教士七段）
 ヒラツカシケンドウレンメイ		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ

		（松風町） マツカゼチョウ						会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





R2

		令和２年度平塚市体育功労者 レイワネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ		功績 コウセキ

		渡辺　一敏 わたなべかずとし		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		平成10年、平塚スキー協会理事長・平成25年より副会長に就任以来、今年第９回を迎えた平塚スキー協会講習会をはじめ、平塚スキー選手権大会、ジュニアスキー講習会等毎年熱心に推進し、国体出場選手の輩出や、地域におけるスノースポーツの普及・発展に尽力した。また、平成20年、61回続いた神奈川県総合体育大会冬季スキー競技会、それを継承した神奈川県市町村対抗スキー競技会に平塚市代表選手を送り、活躍を図った。
平塚市体育協会においても、平成10年より理事、平成25年より常任理事として、永年にわたり尽力した。		平成１０年、平塚スキー協会理事長・平成２５年より副会長に就任以来平成２２年まで、５８年間続いた「平塚市民スキー」、それを継承し今年第９回を迎えた平塚スキー協会講習会をはじめ、平塚スキー選手権大会、ジュニアスキー講習会等毎年熱心に推進し、国体出場選手の輩出や、地域におけるスノースポーツの普及・発展に尽力。
　また、平成２０年、６１回続いた神奈川県総合体育大会冬季スキー競技会、それを継承した神奈川県市町村対抗スキー競技会に平塚市代表選手を送り、活躍を図った。
　平塚市体育協会においても、平成１０年より理事、平成２５年より常任理事として、平塚市スポーツ施設に関する要望、提案を取りまとめ、各施設管理部署へ対応を求めたことや、総合公園の駐車場有料化に対する検討、提案にも積極的に対応を図る等、永年にわたる尽力が認められた。

		（東八幡
三丁目） ヒガシヤワタサンチョウメ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		石川　一郎 いしかわいちろう		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		平塚市サッカー協会において、平成16年から副会長及び平成27年から会計（兼任）に就任。また、平塚市総合体育大会港地区体育振興会サッカー部長や港FCの現代表等、積極的に関わり現在も取り組まれている。平成16年から平塚市サッカー協会の社会貢献事業として大神スポーツ広場へアルミ製ゴール寄贈を始め市内中学校ゴールの入れ替え（終了）、現在は、小学校のゴール入れ替えに取り組む。また、例年開催される天皇杯全日本サッカー選手権大会平塚会場に於いても日本サッカー協会との連絡調整・運営に携わるなどの多大なる功績が認められる。また、平塚市体育協会においても、永年評議員として、平成19年から現在まで監事として尽力した。		平塚市サッカー協会において、平成１６年から副会長及び平成２７年から会計（兼任）に就任。また、平塚市総合体育大会港地区体育振興会サッカー部長や港FCの現代表等に積極的にサッカースポーツに関わり現在も取り組まれている。また、港FC主催の招待試合を開催されスポーツを通じた青少年育成を推進している。
平成１６年から平塚市サッカー協会の社会貢献事業として大神スポーツ広場の鉄製サッカーゴールからアルミ製ゴール寄贈を始め市内中学校ゴールの入れ替え（終了）、現在は、小学校のゴール入れ替えに取り組まれている。また、例年開催される天皇杯全日本サッカー選手権大会平塚会場に於いても日本サッカー協会との連絡調整・運営に携わるなどの多大なる功績が認められる。
また、平塚市体育協会においても、永年評議員として、平成１９年から現在まで監事として尽力。
以上、平塚市のサッカーの普及・発展や、平塚市体育協会役員としての貢献度が認められる。

		（札場町）		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		坂口　庄史 さかぐちしょうじ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成6年（1994年）4月から、現在に至るまで、26年間に亘って、金田地区体育振興会の理事を務める。
金田地区内における体育の普及、振興ならびにその発展向上を図り、健康で明るい社会の実現につとめることに尽力した。
特に、ドッジボール大会、卓球大会、ニュースポーツ大会、バドミントン大会、元旦マラソン大会の主催および市民総合体育大会の参加については、先頭に立ってリーダーシップを発揮した。
平塚市体育振興連絡協議会においても平成30年から現在まで事務局次長として尽力している。
　 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイヘイセイネンゲンザイジムキョクジチョウジンリョク		平成６年（１９９４年）４月から、現在に至るまで、２６年間に亘って、金田地区体育振興会の理事を務める。
金田地区内における体育の普及、振興ならびにその発展向上を図り、健康で明るい社会の実現につとめることに尽力した。
　特に、ドッジボール大会、卓球大会、ニュースポーツ大会、バドミントン大会、元旦マラソン大会の主催および市民総合体育大会の参加については、先頭に立ってリーダーシップを発揮した。
その間、以下の任務を遂行した。
　・会　　計：平成１１～１５年度（１９９９～２００３年度）　（５年間）
　・事務局長：平成１６～１７年度（２００４～２００５年度）　（２年間）
　・副 会 長：平成１８～２５年度（２００６～２０１３年度）　（８年間）
　・会　　長：平成２６年度～現職（２０１４年度～現在）　　　（６年間～）
　・平塚市体育振興連絡協議会　事務局次長：平成３０年～現職（２０１８年）（２年間～）
　上記の功績に感謝し、功労者表彰候補者として推薦する。

		（金田） カネダ		会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		佐藤　岩太郎 さとういわたろう		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成14年５月から、現在に至るまで、18年間に亘って、富士見地区の体育振興に貢献。平成16年から役員として地区体育行事やレクリエーションの運営に尽力した。とりわけバウンドテニス等のニュースポーツを積極的に導入し、普及推進に努めた。また、地区のサイクリング行事を企画するなど、スポーツを通じた地域交流の活性化に寄与した。
平成16年４月１日からは事務局次長、事務局長、副会長、会長と歴任した。
現在は、富士見地区体育振興会顧問として、後進の指導、育成に尽力している。 ガツゲンザイイタネンカンワタフジミチクタイイクシンコウコウケンレキニンアト		平成１４年５月１１日に富士見平町内会より推薦され富士見地区体育振興会に入会。平成１６年から役員として地区体育行事やレクリエーションの運営に尽力した。とりわけバウンドテニス等のニュースポーツを積極的に導入し、普及推進に努めた。また、地区のサイクリング行事を企画するなど、スポーツを通じた地域交流の活性化に寄与した。
平成１６年４月１日から平成１８年３月３１日の２年間は事務局次長として、平成１８年４月１日から平成２８年３月３１日の１０年間は事務局長として、事業の立案・遂行にあたった。
特に事業に必要な用品および準備手順の文書化、地区体育行事における個人得点種目の集計の電子化により業務の明確化と省力化に尽力した。
平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日の２年間は副会長として、事務局の援助・会長の補佐にあたった。
平成３０年４月１日から令和２年３月３１日の２年間は会長として、全体統括を行った。
現在は、富士見地区体育振興会顧問として、行進の指導、育成に尽力している。 ヘイセイネンガツニチフジミタイラチョウナイカイスイセンフジミチクタイイクシンコウカイニュウカイヘイセイネンヤクインチクタイイクギョウジウンエイジンリョクトウセッキョクテキドウニュウフキュウスイシンツトチクギョウジキカクツウチイキコウリュウカッセイカキヨヘイセイネンガツニチヘイセイネンガツニチネンカンジムキョクジチョウヘイセイネンガツニチヘイセイネンガツニチネンカンジムキョクチョウジギョウリツアンスイコウトクジギョウヒツヨウヨウヒンジュンビテジュンブンショカチクタイイクギョウジコジントクテンシュモクシュウケイデンシカギョウムメイカクカショウリョクカジンリョクヘイセイネンガツニチヘイセイネンガツニチネンカンフクカイチョウジムキョクエンジョカイチョウホサヘイセイネンガツニチレイワネンガツニチネンカンカイチョウゼンタイトウカツオコナゲンザイフジミチクタイイクシンコウカイコモンコウシンシドウイクセイジンリョク

		（富士見） フジミ		会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		山口　弘子 やまぐちひろこ		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成16年８月５日、花水地区体育振興会推薦により、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至る。平成17年より、花水地区体育振興会の理事を務め、永きに亘り、地区体育振興にも尽力している。平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成24年４月１日から現在まで、総務副部長を務めており、市内外の研修会やイベントなどに従事し、市全域のスポーツ推進に尽力している。上記以外に花水ミニバスケットボールサークルのＧＭとして青少年育成に尽力を注がれ、また、日本体育協会（現日本スポーツ協会）認定スポーツリーダー及び同協会公認ゲートボール指導員の資格を取得され、競技の普及・振興に多大な貢献をしている。
 ジョウキイガイ		・平成１６年８月５日、花水地区体育振興会推薦により、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至る。
・平成１７年より、花水地区体育振興会の理事を務め、永きに亘り、地区体育振興にも尽力している。
・平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２４年４月１日から現在まで、総務副部長を務めており、市内外の研修会やイベントなどに従事し、地区のみならず、市全域のスポーツ推進に尽力している。
・地区体振・スポーツ推進委員としての活動のみならず、花水ミニバスケットボールサークルのＧＭとして青少年育成に尽力を注がれ、また、日本体育協会（現日本スポーツ協会）認定スポーツリーダー及び同協会公認ゲートボール指導員の資格を取得され、競技の普及・振興に多大な貢献をしている。

		（松風町） マツカゼチョウ		会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		石原　清子 いしはらきよこ		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		昭和54年日本スポーツ協会公認スポーツ指導者コーチ１を取得後、女性卓球連盟会員の技術指導に当たり、その後平成14年同じくコーチ２を取得して指導に当たる。女性卓球連盟在任中に七夕大会の試合の抽選、プログラム作りの手引きをまとめた。指導員長を昭和60年、平成９年、平成26年と３回務め、指導員の総括をして指導に当たる。平成14年～平成26年にわたり平塚卓球協会の常任理事を務め、平成23年～平成26年は事業部長を務め試合を中心的にまとめた。平塚市まちづくり財団教室の責任者を長年にわたり務めている。審判員としても関東ろう学校大会、関東ラージボール大会等、審判員として活躍している。		１．昭和５４年日本スポーツ協会公認スポーツ指導者コーチ１を取得後、女性卓球連盟会員の技術指導に当たり、その後平成１４年同じくコーチ２を取得して指導に当たる。　　
２．女性卓球連盟在任中に七夕大会（１，０００名弱の参加者）の試合の抽選、プログラム作りの手引きをまとめた。現在もこれを活用。
３．指導員長を昭和６０年、平成９年、平成２６年を３回務め、指導員の総括をして指導に当たる。指導員長の在任中に月１回の合同練習の手引きをまとめた。
４．平成１４年～平成２６年にわたり平塚卓球協会の常任理事を務め、平成２３年～平成２６年は事業部長を務め試合を中心的にまとめた。
５．平塚市まちづくり財団教室の責任者を長年にわたり務めている。円滑に指導できるように尽力している。
６．審判員としても関東ろう学校大会、関東ラージボール大会等、審判員として活躍している。
以上の経歴をもちまして推薦いたします。

		（岡崎） オカザキ		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		高山　和彦 たかやまかずひこ		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		中学校～高校～大学～社会人（一般）では平塚市の代表として各試合に出場。
社会人（一般）になってからは、小学生、中学生、高校生等の指導・市大会、県大会等の大会審判などで役員として大会運営。
平成15年４月から平塚市剣道連盟常任理事、錬成部長、副理事長、副会長と歴任。現在は副会長の役職及び南部剣道スポーツ少年団支部長・神奈川県剣道連盟派遣理事・錬成部を担当して剣道連盟の運営に多大な功労がある。（現在：剣道教士七段）
 ヒラツカシケンドウレンメイ		昭和46年4月　　小学校3年生　平塚市剣道連盟に入会
昭和47年6月　　平塚市剣道連盟第1番目の支部として現在の南部剣道スポーツ少年団へ登録
平成15年4月　　平塚市剣道連盟　常任理事
平成21年4月　　平塚市剣道連盟　錬成部長
平成23年4月　　平塚市剣道連盟　副理事長
平成27年4月　　平塚市剣道連盟　副会長

中学校～高校～大学～社会人（一般）では平塚市の代表として各試合に出場。
社会人（一般）になってからは、小学生、中学生、高校生等の指導・市大会、県大会等の大会審判などで役員として大会運営。
現在は平塚市剣道連盟副会長の役職及び南部剣道スポーツ少年団支部長・神奈川県剣道連盟派遣理事・錬成部を担当して剣道連盟の運営に多大な功労がある。（現在：剣道教士七段）

		（松風町） マツカゼチョウ		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





H31 (2)

		平成３１年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		項目 コウモク		功績 コウセキ		推薦者 スイセンシャ

		本間　敏夫 ほんまとしお		1
．
２		昭和47年より卓球のクラブチームを主宰し、平塚の卓球を牽引する強豪チームに育て上げた。卓球協会の役員としても、30年の長きにわたって運営に尽力している。 平成10年国民体育大会、平成29年関東ラージボール大会などの大会運営に尽力し成功に導いた。公認スポーツ指導員として、まちづくり財団「卓球教室」などの指導及び卓球競技普及と技術力向上に努めている。プレイヤーとしても全国大会で優勝するなど顕著な成績を残している。生涯現役を目指してラケットを握り続ける姿は、人生100年時代において健康維持を目指す人達の手本となるものである。 オヨゼンコクタイカイユウショウ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ

		（四之宮
七丁目） シノミヤナナチョウメ						会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		平野　妙子 ひらのたえこ		1		昭和４８年より１５年以上にわたり、田村・大神地域において夏の水泳教室を開催、指導に携わり児童生徒への水泳普及に貢献した。小中学生の水泳指導に取組、記録会の運営などに尽力し、市営プールでの水泳教室、学校プールでの記録会など４０年以上に及んでいる。協会の理事就任後は、神奈川国体、日本選手権などの国内主要大会に加え、国際大会パンパシフィック水泳選手権等の競技役員として活躍し、現在は協会副会長として引き続き水泳の普及・啓発・発展に貢献している。県水泳連盟の女子委員会委員として、女性の水泳普及に向けた取組にも尽力した。 オヨ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ

		（大神） オオカミ						会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		猪俣　友宏 いのまたともひろ		1		吉沢地区体育振興会において、平成4年度から永年にわたり活動し、平成7年度からは平塚市体育指導委員となり、平塚市内の各種スポーツ行事の運営に携わるとともに、市民体育レクリエーション吉沢地区大会、吉沢地区元旦駅伝大会等の活性化に尽力した。平成16年度から事務局次長に就任し、その後地区体育振興会への貢献から、副会長、会長に就任された。様々な事業の企画・立案・実行に力を注ぎ、吉沢地区に果たした功績は多大なものである。吉沢地区体育振興会会長に就任してから8年目を迎えており、今後も吉沢地区の体育振興に貢献されることが期待される。 ヘイセイネンドゴシュウニン		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ

		（上吉沢） カミヨシザワ						会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		伊澤　和男 いざわかずお		1		平成８年４月に地区体育振興会理事として就任してからは、横内地区体育振興会の様々な事業に参加・協力をして、地域住民の体力増強に貢献した。平成20年度からは副会長、平成24年度からは会長に就任し、地域住民とのつながりを大切にしながら、各事業を理事と一緒に実施している。最近では、横内地区体育振興会にニュースポーツを積極的に取り入れ、地域に合った種目の検討を行い、ニュースポーツの定着に尽力している。横内地区体育振興会会長に就任してから8年目を迎えており、今後も横内地区の体育振興に貢献されることが期待される。 ヘイセイネンツキジッシ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ

		（横内） ヨコウチ						会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		山地　礼子 やまじれいこ		1		平成８年４月１日、四之宮地区体育振興会推薦により、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至っている。平成７年より四之宮地区体育振興会の理事を務め、長きにわたり地区体育振興にも尽力している。平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２８年４月１日から現在まで、総務副部長を務めており、市内外の研修会やイベントなどを実施し、地区のみならず、市全域のスポーツ推進に尽力している。平成１９年２月４日、スポーツ推進委員としての活動が認められ、神奈川県体育指導委員連合会功労者表彰を受賞している。 イタナガジッシ		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ

		（四之宮
二丁目） シノミヤニチョウメ						会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		二村　良江 にむらよしえ		1		平成１２年４月平塚ママさんバレーボール協会の役員として会計に就任した。協会には主催する年間５回の大会と総会があり、役員として協会運営に尽力している。協会の大会は参加チームの減少傾向にあるが、参加チームの減少に伴う登録料や大会参加料の減少する中でも会員の健康と安全を第一に考え、冷房使用の時間や時間帯等を予算に応じ会計として円滑に対処している。会計担当に就任してから現在に至るまで、１９年間平塚ママさんバレーボール協会に献身的に貢献するとともに現役選手として活躍しており、バレーボールの普及発展に寄与している。 ネンカンゴカイケイコウタントウゲンエキセンシュカツヤク		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ

		（西八幡
三丁目） ニシヤワタサンチョウメ						会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		大山　武俊 おおやまたけとし		1		平成１０年に少年野球チームコーチに就任。礼儀とマナーと思いやりを大切にし、社会性を身につけさせる指導をしている。平成２２年に平塚市少年野球連盟本部役員に就任し、平塚市少年野球大会他、各種少年野球大会などの実行委員として大会運営の中心的な役割を務めている。少年野球底辺拡大のためチビッ子育成野球大会の開催や野球教室開催などの事業に積極的に取り組むとともに連盟内の事務の簡素化、効率化のためＩＴ化を推進した。平成１０年より２１年間にわたり、平塚市の青少年スポーツの振興・発展に寄与した功績は大きい。 ヘイセイセイショウネン		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ

		（平塚五丁目） ヒラツカゴチョウメ						会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





H31

		平成３１年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ		功績 コウセキ

		本間　敏夫 ほんまとしお		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1
．
２		昭和47年より卓球のクラブチームを主宰し、平塚の卓球を牽引する強豪チームに育て上げた。卓球協会の役員としても、30年の長きにわたって運営に尽力している。 平成10年国民体育大会、平成29年関東ラージボール大会などの大会運営に尽力し成功に導いた。公認スポーツ指導員として、まちづくり財団「卓球教室」などの指導及び卓球競技普及と技術力向上に努めている。プレイヤーとしても全国大会で優勝するなど顕著な成績を残している。生涯現役を目指してラケットを握り続ける姿は、人生100年時代において健康維持を目指す人達の手本となるものである。 オヨゼンコクタイカイユウショウ		(１)1972(昭和47)年より卓球のクラブチーム「平塚スマッシュ」を主宰し、47年間、その代表とし　　て、運営の先頭に立ち、練習会場の手配から用具の調達まで全てを一身に担い続けて、「平塚　　スマッシュ」を平塚の卓球を牽引する平塚屈指の強豪チームに育て上げた。そのクラブから　　　は多数の卓球人を排出している。このチームで卓球に親しみ、卓球の技術を磨き、仲間の輪を　　広げ、その人生を豊にしていった人々は多く、その人たちの感謝の輪は広がるばかりである。(２)平塚卓球協会の役員として、30年の長きにわたってその運営に尽力してきている。日頃の大会　　の運営においては、会場設営等の裏方の仕事を先頭に立って行い、その背中で他の役員を引っ　　張っている。副理事長、副会長となってからは要所において人の輪を形成していく発言を心掛　　け、会の円滑な運営には欠くことの出来ない重鎮となっている。
    また、平成４年の全日本実業団選手権大会、平成９年の全日本選手権大会(団体の部)、平成10　　年の国民体育大会、平成20年の全国ラージボール大会、平成23年と29年の関東ラージボール大　　会と、次々と大きな大会を開催してきた卓球協会の中心的存在として、大会運営に尽力し、そ　　れらの大会を成功に導いた功績は言を俟たない。(３)日本スポーツ協会公認スポーツ指導員として、日頃からまちづくり財団の「卓球教室」の指導を　　はじめとして、卓球協会の「卓球初心者ラージボール教室」・「小学生卓球教室」、そして「平　　塚ジュニア卓球クラブ」の指導に日々邁進し、平塚の卓球競技の普及と技術力の向上に努めて　　おられます。その姿は卓球人の鑑である。(４)日本卓球協会上級公認審判員として平塚市教育委員会、神奈川県卓球協会、日本卓球協会その他　　各種団体が主催する大会に参加協力を続け、平塚総合体育館で行われた全日本実業団卓球選手権　　大会あるいは全日本卓球選手権大会団体の部、さらには平塚市を卓球会場とした第53回国民体育　　大会では審判団の一員として、試合の運営に貢献した。(５)プレイヤーとしても顕著な成績を残されています。次に各種大会での戦績を列挙致しますが、　　生涯現役を目指してラケットを握り続ける姿は、人生100年時代において健康維持を目指す人達　　の手本となるものです。
　　平成19年＝全国ラージボール大会・ダブルスＢランクで準優勝
　　平成21年＝全国ラージボール大会・シングルスＢランク優勝
　　平成23年＝全国ラージボール大会・ダブルスＡランク３位　　　　
　　平成30年＝全国ラージボール大会・混合ダブルスでベスト８　　　
　　等々輝かしい結果である。さらに県内の試合では
　　平成22年＝県ラージホール大会・シングルス優勝、
　　平成23年＝川崎ラージオープン大会・混合ダブルス優勝、
　　平成25年＝県ラージホール大会・シングルス優勝、
　　平成25年＝県シニアスポーツフェスタ・シングルスＡランク優勝
　　平成26年＝寒川町オープン卓球大会・混合ダブルス優勝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と枚挙にいとまが無い。

		（四之宮
七丁目） シノミヤナナチョウメ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		平野　妙子 ひらのたえこ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		昭和４８年より１５年以上にわたり、田村・大神地域において夏の水泳教室を開催、指導に携わり児童生徒への水泳普及に貢献した。小中学生の水泳指導に取組、記録会の運営などに尽力し、市営プールでの水泳教室、学校プールでの記録会など４０年以上に及んでいる。協会の理事就任後は、神奈川国体、日本選手権などの国内主要大会に加え、国際大会パンパシフィック水泳選手権等の競技役員として活躍し、現在は協会副会長として引き続き水泳の普及・啓発・発展に貢献している。県水泳連盟の女子委員会委員として、女性の水泳普及に向けた取組にも尽力した。 オヨ		１．昭和４５年平塚水泳協会設立当時の草創期において、女子選手として大会参加（平塚江南高校水泳部ＯＧ）２．昭和４８年８月より１５年以上にわたり、田村・大神地域において夏の水泳教室を開催、指導に携わり児童生徒への水泳普及に貢献した。３．スイミングクラブの隆盛以前より、小中学生の水泳指導に取組、記録会の運営などに尽力している。市営プールを使用しての水泳教室、学校プールを借用しての記録会・冬季の温水プール利用による指導など、４０年以上に及ぶ。４．協会の理事就任後は、神奈川県水泳連盟の事務局職員となり、神奈川国体、日本選手権を始めとした国内主要大会に加え、国際大会パンパシフィック水泳選手権等の競技役員への事務処理や本人も競技役員として活躍し、平塚総合公園プールはもとより横浜国際プール・相模原グリーンプール等県内水泳場においても活躍、現在は協会副会長として引き続き水泳の普及・啓発・発展に貢献している。５．県水泳連盟の女子委員会委員として、女性の水泳普及に向けた取組にも尽力した。
以上本協会及び県水泳連盟での功績は顕著であり平塚市体育功労者として、推薦するものです。

		（大神） オオカミ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		猪俣　友宏 いのまたともひろ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		吉沢地区体育振興会において、平成4年度から永年にわたり活動し、平成7年度からは平塚市体育指導委員となり、平塚市内の各種スポーツ行事の運営に携わるとともに、市民体育レクリエーション吉沢地区大会、吉沢地区元旦駅伝大会等の活性化に尽力した。平成16年度から事務局次長に就任し、その後地区体育振興会への貢献から、副会長、会長に就任された。様々な事業の企画・立案・実行に力を注ぎ、吉沢地区に果たした功績は多大なものである。吉沢地区体育振興会会長に就任してから8年目を迎えており、今後も吉沢地区の体育振興に貢献されることが期待される。 ヘイセイネンドゴシュウニン		猪俣氏は地区体育振興会加入当初から、積極的に地区体育振興会の事業への参加・協力した実績から、平成７年度からは平塚市体育指導委員となり、平塚市内の各種スポーツ行事の運営に携わり、市レベルの体育活動に貢献された。吉沢地区体育振興会において、平成4年度から永年にわたり活動する傍ら、市民体育レクリエーション吉沢地区大会、吉沢地区元旦駅伝大会等の活性化に尽力された。吉沢地区体育振興会において、平成16年度から事務局次長に就任し、就任後の吉沢地区体育振興会への貢献から、副会長、会長と任命されてきた。各役職において、様々な事業の企画・立案・実行に中心となって力を注がれ、吉沢地区に果たした功績は多大なものである。現在は吉沢地区体育振興会会長に就任してから8年目を迎えており、今後も吉沢地区の体育振興に貢献されることが期待されている。

		（上吉沢） カミヨシザワ		会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		伊澤　和男 いざわかずお		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成８年４月に地区体育振興会理事として就任してからは、横内地区体育振興会の様々な事業に参加・協力をして、地域住民の体力増強に貢献した。平成20年度からは副会長、平成24年度からは会長に就任し、地域住民とのつながりを大切にしながら、各事業を理事と一緒に実施している。最近では、横内地区体育振興会にニュースポーツを積極的に取り入れ、地域に合った種目の検討を行い、ニュースポーツの定着に尽力している。横内地区体育振興会会長に就任してから8年目を迎えており、今後も横内地区の体育振興に貢献されることが期待される。 ヘイセイネンツキジッシ		地区体育振興会理事として就任してからは、横内地区体育振興会の様々な事業に参加・協力をして、地域住民の体力増強に貢献した。平成20年度からは副会長、平成24年度からは会長に就任し、地域住民とのつながりを大切にしながら、各事業を理事と一緒に実行している。最近では、横内地区体育振興会にニュースポーツを積極的に取り入れ、地域に合った種目の検討を行い、ニュースポーツを定着させるために尽力している。横内地区体育振興会会長に就任してから8年目を迎えており、今後も横内地区の体育振興に貢献されることが期待されている。

		（横内） ヨコウチ		会長　髙橋　佳久 カイチョウタカハシヨシヒサ

		山地　礼子 やまじれいこ		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成８年４月１日、四之宮地区体育振興会推薦により、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至っている。平成７年より四之宮地区体育振興会の理事を務め、長きにわたり地区体育振興にも尽力している。平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２８年４月１日から現在まで、総務副部長を務めており、市内外の研修会やイベントなどを実施し、地区のみならず、市全域のスポーツ推進に尽力している。平成１９年２月４日、スポーツ推進委員としての活動が認められ、神奈川県体育指導委員連合会功労者表彰を受賞している。 イタナガジッシ		平成８年４月１日、四之宮地区体育振興会推薦により、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至る。平成７年より、四之宮地区体育振興会の理事を務め、永きに亘り、地区体育振興にも尽力している。平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２８年４月１日から現在まで、総務副部長を務めており、市内外の研修会やイベントなどに従事し、地区のみならず、市全域のスポーツ推進に尽力している。平成１９年２月４日、スポーツ推進委員としての活動が認められ、神奈川県体育指導委員連合会功労者表彰を受賞している。

		（四之宮
二丁目） シノミヤニチョウメ		会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		二村　良江 にむらよしえ		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		平成１２年４月平塚ママさんバレーボール協会の役員として会計に就任した。協会には主催する年間５回の大会と総会があり、役員として協会運営に尽力している。協会の大会は参加チームの減少傾向にあるが、参加チームの減少に伴う登録料や大会参加料の減少する中でも会員の健康と安全を第一に考え、冷房使用の時間や時間帯等を予算に応じ会計として円滑に対処している。会計担当に就任してから現在に至るまで、１９年間平塚ママさんバレーボール協会に献身的に貢献するとともに現役選手として活躍しており、バレーボールの普及発展に寄与している。 ネンカンゴカイケイコウタントウゲンエキセンシュカツヤク		平成元年長女を出産後ママさんバレーボールを始め、レシーバーとして活躍している。　なお、現在も現役として活躍中であり、他の選手の模範となっている。平成１２年４月平塚ママさんバレーボール協会の役員として会計に就任する。協会が主催する大会は、年間５回と総会があり、大会、総会前には役員会、代表者会議があり、役員として協会運営に尽力している。協会の大会はアリーナを全面使用し平日行われるため、参加チームの減少に繋がっている。参加チームの減少に伴う登録料や大会参加料の減少する中で会員の健康と安全を第一に考え、冷房使用の時間や時間帯等を予算に応じ会計として円滑に対処している。平成１２年４月に会計に就任してから現在に至るまで、１９年間平塚ママさんバレーボール協会に献身的に貢献し、バレーボールの普及発展に寄与している。

		（西八幡
三丁目） ニシヤワタサンチョウメ		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		大山　武俊 おおやまたけとし		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		平成１０年に少年野球チームコーチに就任。礼儀とマナーと思いやりを大切にし、社会性を身につけさせる指導をしている。平成２２年に平塚市少年野球連盟本部役員に就任し、平塚市少年野球大会他、各種少年野球大会などの実行委員として大会運営の中心的な役割を務めている。少年野球底辺拡大のためチビッ子育成野球大会の開催や野球教室開催などの事業に積極的に取り組むとともに連盟内の事務の簡素化、効率化のためＩＴ化を推進した。平成１０年より２１年間にわたり、平塚市の青少年スポーツの振興・発展に寄与した功績は大きい。 ヘイセイセイショウネン		・平成１０年８月に少年野球チーム「富士見ホームランズ」のコーチに就任。「野球を通じて青少年を健全育成する」というチームの理念から、礼儀とマナーと思いやりを大切にし、当たり前のルールを守り、社会性を身につけさせる指導をしている。・平成２２年４月に、平塚市少年野球連盟本部役員に就任。以後、平塚市少年野球大会他、各種少年野球大会などの実行委員として大会運営の中心的な役割を務めている。・少年野球底辺拡大の為、チビッ子育成野球大会の開催や、指導者の質の向上を目的とした、プロ野球選手による野球教室開催などの事業に積極的に取り組んでいる。・連盟内の事務の簡素化、効率化の為ＩＴ化を推進した。書式の簡素化と統一化を推進するため、大会申込書、選手登録書等の書類や、連盟の諸会議資料などは紙面印刷を省略し、ＰＣによるインターネットを経由した送受信に切り替えた。これによりすべての情報が瞬時に全チームに配信できる体制が確立した。　また、少年野球大会の組み合わせ抽選会・監督会議にはプロジェクターを導入し、抽選結果や会議資料をスクリーンの画面で見ることができるようになった。抽選結果はＰＣに同時記録し、会議終了時には出席者に配布できるようになった。・平成１０年より２１年間にわたり、平塚市の児童スポーツの振興・発展に寄与された功績は大きく、平塚市体育功労者表彰候補者として推薦する。

		（平塚五丁目） ヒラツカゴチョウメ		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





H30 

		平成３０年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ		功績 コウセキ

		相馬　敬 そうまたかし		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		平塚市ヨット協会の要職を３０年以上にわたり務める。平成２７年、神奈川県セーリング連盟主催の海の日記念第１１回相模湾江の島・葉山ヨットラリーでは総合３位に入賞するなど、自らも現役選手として活躍している。平塚市ヨット協会が加盟する平塚市体育協会では理事等を務め、同協会の運営に貢献。平成２２年からは平塚市ヨット協会会長を務め、ヨット競技の普及活動を行うとともに、後進の指導育成にも尽力、その姿勢は後進の模範となっている。 ヘイセイネンカツヤクトウ		１　平塚市ヨット協会が平塚市体育協会加盟時の昭和６３年から現在に至るまで平塚市ヨット協会の要職を３０年以上にわたり務める。２神奈川県セーリング連盟の大会やクルーザー部門のレースにも毎年数多く参加し、２０１５年神奈川県セーリング連盟主催・海の日記念第１１回相模湾江の島・葉山ヨットラリーでは総合３位に入賞するなど、自らも現役選手として活躍している。３平塚市ヨット協会が加盟する平塚市体育協会では理事や広報委員を務め、同協会の運営に多大な貢献をしている。４平成２２年からは平塚市ヨット協会会長を務め、平塚市民に広くヨット競技の普及活動を行うとともに、現役選手として各種レースにも参加。生涯スポーツの実践とともに後進の指導育成にも尽力し、その姿勢は後進の模範となっている。以上、永年にわたり、平塚市における平塚市ヨット協会組織の発展、競技の普及・振興・社会体育活動・青少年の健全育成、また、地域スポーツの普及・発展に貢献している功績はまことに顕著である。

		（西八幡） ニシヤワタ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		八田　厚生 はったこうせい		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		昭和３９年、代表選手として、神奈川県青年大会柔道競技の部で平塚市を第３位に導くなど、好成績を残した。昭和５２年、平塚柔道協会理事に就任以来、約４０年にわたり同協会の運営に尽力。同協会主催の平塚少年柔道大会は第１回より役員として運営に携わり、近年では大会運営委員長及び審判長を務める。平成１８年からは同協会理事長を務め、少年部の育成にも力を注ぐ。同協会が加盟する平塚市体育協会では、１０年以上にわたり理事を務めている。 ダイヒョウセンシュヒラツカジュウドウキョウカイドウドウシュサイタズサキンネンツトドウキョウカイツトドウキョウカイカメイネンイジョウツト		１昭和３９年９月、神奈川県青年大会柔道競技の部で平塚市を第３位に導くなど、代表選手として好成績を残した。２昭和５２年４月に理事に就任して以来、約４０年にわたり協会の運営に尽力。協会で行われる平塚少年柔道大会は第１回より役員として運営に努力し、平成３０年度は３９回目を迎えることとなった。最近１０年間は大会運営委員長及び審判長として貢献した功績も多大である。３平成１８年度から平塚柔道協会の理事長として協会運営に尽力するとともに少年部の育成にも力を注ぐ。平成２９年度には神奈川県代表として全国大会に少年部が出場したが、その土台を作った一人でもある。現在も柔道着を着て、少年部の指導に当たっている。４柔道協会の５０周年記念事業や協会の有段者会発足など、協会の重要な局面で会員をよくまとめあげている功績も多大である。５平塚市体育協会の理事として平成１８年度から現在まで１０年以上にわたり尽力してきたことも協会発展の原動力となっている。以上、永年にわたり、平塚市における平塚柔道協会組織の発展、競技の普及・振興・社会体育活動・青少年の健全育成、また、地域スポーツの普及・発展に貢献している功績はまことに顕著である。

		（明石町） アカシチョウ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		島田　豊彦 しまだとよひこ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成２年、中原地区体育振興会役員に就任以来２８年間、要職を歴任し、平成２３年からは会長として地域諸団体との交流を図り、健康で明るい地域社会づくりに貢献。市主催大会等では地域一丸となり、積極的な出場を目指し、特に市民総合体育大会は地区の活発な参加、また、第６４回市内駅伝競走大会では監督として、地区優勝に導く。地域活動に留まらず、平塚市体育振興連絡協議会では、本部役員として、平塚市の体育振興に貢献している。 イライヨウショクトウダイカイチクミチビヒラツカシタイイクシンコウコウケン		○平成２年に中原地区体育振興会役員に就任されてから２８年間、会計、副会長を歴任し、平成２３年からは会長として、地域諸団体との交流を積極的に図り、健康で明るい地域社会づくりに貢献されている。○市主催の大会・イベントにも地域一丸となって、積極的な出場を目指している。特に市民総合体育大会では全種目出場を目指し、地区の活発な参加に寄与している。また、市内駅伝競走大会では監督として先頭になってチームを作り上げ、第６４回大会では見事大会新記録で優勝に輝いた。地域の活動に留まらず、平塚市体育振興連絡協議会では、本部役員として６年間（監査　２年、会計４年）市の体育振興についても貢献されている。○人間性においても、会長としていつでも前向きにリーダーシップを発揮し、誰にでも親身になって対応してくれる人柄の良さから役員はもちろん地域の方からも好意を持たれ地域体育振興活動にはかけがえのない存在である。

		（中原） ナカハラ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		桐山　博夫 きりやまひろお		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成６年、富士見地区体育振興会に入会、平成８年から役員として地区体育行事の運営に尽力。また、体育指導委員としても体育活動の推進に寄与する。事業の企画・運営では公民館と共催して新規事業の開催や地区レクリエーション大会の競技内容の大幅な見直し等、前年踏襲にとらわれない事業の開催に尽力する。地域活動に留まらず、平塚市体育振興連絡協議会では会計監査として本部役員を務める。現在は、富士見地区体育振興会顧問として、後進の指導、育成に尽力している。 ヘイセイネンヤクインチクウンエイジンリョクスイシンキヨジギョウトウカイケイカンサ		〇桐山　博夫氏は平成６年５月１５日に西仲町町内会より推薦され富士見地区体育振興会に　入会され、以下の職歴・活動のとおり、富士見地区体育振興会の中心的な役割として、地区体育振興の発展に寄与された。
　①平成　８年４月１日～平成１０年３月３１日　　企画推進副部長　２年
　②平成１０年４月１日～平成１４年３月３１日　　企画推進部長　４年
　③平成１４年４月１日～平成１８年３月３１日　　体育指導委員　４年
　④平成１８年４月１日～平成２４年３月３１日　　副会長　６年
　⑤平成２４年４月１日～平成３０年３月３１日　　会長　６年
　⑥平成２６年４月１日～平成３０年３月３１日　　平体振監査　４年

〇企画推進副部長および部長として地区の体育行事の準備・振興を取り仕切り、体育指導委員として市全体および地区への体育活動の啓蒙、副会長・会長として地区の体育活動全体統括や地域とのつながり、市とのパイプ役として尽力された。〇事業の企画・運営についても、先頭に立ってその手腕を発揮された。特に、公民館と共催
して新規にパークゴルフ教室を開催したり、地区レクリエーション大会において競技内容の大幅な見直しや得点種目を当日抽選にするなど、前年踏襲にとらわれない参加者視点の事業の開催に尽力された。〇地域の活動に留まらず、平塚市体育振興連絡協議会の本部役員として、会計監査を務めら　れ、市レベルの体育活動に貢献された。〇現在は、富士見地区体育振興会顧問として、後進の指導、育成の立場として尽力されている。

		（平塚） ヒラツカ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		髙梨　昇 たかなしのぼる		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成１６年、八幡地区体育振興会推薦の平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を務める。平成２２年から平成３０年までは平塚市スポーツ推進委員協議会研修副部長として、ニュースポーツ研修会等の運営に携わり、平塚市のスポーツ推進に尽力している。また、昭和６３年から同地区体育振興会の理事、現在は副理事長として、地区体育振興に尽力するほか、平塚市剣道連盟において、理事長を務めるなど、地区体育振興や競技スポーツの普及・振興にも多大な貢献をしている。 ツトドウチョウツトチクタイイクシンコウ		・平成１６年４月１日、八幡地区体育振興会より推薦され、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至る。・昭和６３年より八幡地区体育振興会の理事を務め、現在は副理事長として、永きに亘り、地区体育振興に尽力している。・平塚市スポーツ推進委員協議会においては、平成２２年４月１日から平成３０年３月３１日まで研修副部長務め、ニュースポーツの研修会や様々なイベントにおいて活躍し、地区のみならず、市全域のスポーツ推進に尽力している。・地区体振・スポーツ推進委員としての活動のみならず、崇善剣友会の支部長を務め、また、平塚市剣道連盟理事、平成２９年４月１日からは同連盟の理事長として競技スポーツの普及・振興にも多大な貢献をしている。

		（東八幡） ヒガシヤワタ		会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		鎌形　千恵子 かまがた　　ちえこ		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		平塚旭フォークダンスクラブの第１回初心者講習会に参加し、会員となり、以降、フォークダンス初心者会員のリーダー的存在となり、熟練者会員との調整に尽力する。平塚旭フォークダンスクラブ主催のフォークダンスパーティーの運営や、平塚フォークダンス協会主催の初心者教室などで講師とともに指導するなど、協会運営に貢献。ひらつか市民スポーツフェスティバルでの模範演技の実施、公民館行事への参加など、フォークダンス普及活動及びスポーツ推進に尽力している。 ウンエイコウシキョウカイウンエイコウケンジッシコウミンカンギョウジサンカフキュウカツドウオヨ		・平塚旭フォークダンスクラブの第１回初心者講習会に参加し、講習会終了後会員となった。これ以降、フォークダンスを始めた初心者会員のリーダー的存在となり、青年時代から踊っていた熟練者会員との調整に尽力している。・平成４年～２０年まで１７回続いた平塚旭フォークダンスクラブ主催のフォークダンス　パーティーでは県内外の参加者の案内、接待役を務めている。・平成２６年より毎年行われている平塚フォークダンス協会主催の初心者教室では講師とともに初心者の指導に尽力している。・ひらつか市民スポーツフェスティバルでは第１回第２回の模範演技、第３回以降の初心者教室では会場係等で平塚レクリエーション連盟の役員としてスポーツ推進に尽力している。・平成２８年１０月より毎月１回行われる旭北福祉村の「フォークダンスの集い」では講師役および参加者の希望等を仲介等、会の運営面にも力を注ぎフォークダンスの普及に尽力している。・平塚旭フォークダンスクラブの代表としてほぼ１０年だが就任前後に関係なく地元の会員として旭北公民館との調整、公民館行事への参加等クラブを代表して力を注いでいる。上記、旭北福祉村の事業への協力も旭北公民館からの依頼により始まった。

		（公所） グゾ		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		和田　利行 わだとしゆき		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		約３０年にわたり小学生バレーボールの指導や組織の活動に尽力する。平塚地域小学生バレーボール連盟の理事長や会長を歴任し、また、子ども達の指導に力を注ぐなど、積極的にリーダーシップを発揮し、組織の発展に貢献する。また、平塚市小学生バレーボール連盟の創設に携わり、その後、会長に就任し、運営に尽力する。平塚地域小学生バレーボール連盟及び平塚市小学生バレーボール連盟の組織の活性化と基盤整備に多大に貢献し、その発展に大きく寄与する。 ジンリョクコタチシドウチカラソソソシキコウケンシュウニンジンリョク		・約３０年にわたり小学生バレーボールの指導や組織の活動に情熱を傾注してきた。・当初は学校の教員という立場にあって特定チームの期間は短かったものの、赴任先で新たなチームを立ち上げる活動を長年続け、平塚地域小学生バレーボール連盟（以下、地域小連という。）チームの発展に大きな貢献をした。さらには、平塚市小学生バレーボール連盟の組織創設に携わり、事務局として組織を運営、その後自らその会長職に就いてその運営に寄与してきた。・地域小連においては指導普及委員長当時、地域連盟旗制定にあたってその創案から作成に至るまでを遂行する一方、子ども達の礼儀やルール遵守には厳格を重んじ、正しいスポーツマンとしての心構えに対する指導活動に力を注いだ。・地域小連の理事長や会長を歴任する中で規約の見直しや組織運営の活性化に対して積極的にリーダーシップを発揮する一方、６年生送別大会での選手全員に渡す賞状の名前書きをするにあたり、繰り返し地道な練習を重ねるなど、子ども達への希望や喜びと感動を与え続ける活動を長年継続している。このように、平塚地域及び平塚市小学生バレーボール連盟の組織の活性化と基盤整備に多大に貢献するとともに、その発展に大きく寄与していることからここに推薦する。

		（片岡） カタオカ		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ
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		平成２９年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ		功績 コウセキ

		上野　公之 　うえのきみゆき		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		昭和６３年、平塚市サッカー協会理事、平成１５年、同協会副会長に就任し、理事長も兼務する。市民総合体育大会の富士見地区体育振興会サッカー部長や春日野中学校の外部指導員も務めている。同協会が市内小中学校、スポーツ広場等に順次、サッカーゴールを寄贈する中で、中心となり取組に尽力。平塚市で開催される天皇杯全日本サッカー選手権大会では、日本サッカー協会との連絡調整等運営に尽力。以上、永年にわたり、サッカー競技の普及、発展に寄与した功績は顕著である。 シミンドウキョウカイシナイショウチュウガッコウヒロバトウジュンジキゾウナカチュウシントリクミジンリョクヒラツカシカイサイトウ		◇　昭和６３年から平塚市サッカー協会理事、平成１５年から同協会副会長に就任し、理事長も兼務する。
◇　平塚市総合体育大会富士見地区体育振興会サッカー部長や春日野中学校の外部指導員を現在も務めている。
◇　大神スポーツ広場で使用していた鉄製のサッカーゴールをアルミ製サッカーゴールにすべく、平成１６年から寄贈を始め、市内中学校のゴールの入れ替えも完了
させ、現在は市内小学校のゴールの入れ替えに取り組まれている。
◇　例年開催される天皇杯全日本サッカー選手権大会で平塚会場における開催について、日本サッカー協会との連絡調整を行い、運営業務に尽力している。
以上、永年にわたり、サッカー競技の普及、発展に寄与した功績は顕著である。

		（平塚） ヒラツカ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		新藤　喜代子 　しんどう　　きよこ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		昭和６２年から３０年以上にわたり、太極拳の普及、発展に努めている。平塚市太極拳協会の設立に携わり、平塚市体育協会への加盟に尽力した。また、体験教室や平塚市太極拳フェスティバルの開催など、太極拳の認知度向上へ貢献してきた。その活動は神奈川県武術太極拳連盟理事への就任、ねんりんピックの神奈川代表監督等、多岐に渡る。　以上、永年にわたり太極拳競技の普及、発展に寄与した功績は顕著である。
 タズサヒラツカシタイイクキョウカイカメイジンリョクタイケンキョウシツトウタキワタ		◇昭和６２年から太極拳の習得に励み、３０年以上にわたり、太極拳の普及、発展に努めている。現在では指導者として、後進の指導が活動の主となっている。
◇平成７年に自らは副理事長として、平塚市太極拳協会の設立に尽力し、平成１０年に第１回平塚市太極拳フェスティバルを開催、また、翌年には平塚市体育協会に加盟するなど、平塚市内の太極拳愛好者の活動の場を広げることにも尽力してきた。
◇その後も、平塚市内の各種スポーツ普及活動に数多く参加し、最近では、平成２６年３月に第１回が開催された、ひらつか市民スポーツフェスティバルに参加し、体験教室を実施し、講師を招待し、広く市民に太極拳と触れ合う機会を提供するなど、太極拳の認知度向
上へ貢献してきた。
◇その活動は平塚市内のみならず、平成１２年から平塚市太極拳協会理事長、神奈川県武術太極拳連盟理事に就任し、神奈川県内の太極拳指導、普及のため、武術太極拳選手権大会の審判員、各種講習会での指導、技能検定試験の委員長、ねんりんピックの神奈川代表監督（４位入賞）と太極拳での多岐に渡る活動も行っている。
　以上、永年にわたり太極拳競技の普及、発展に寄与した功績は顕著である。

		（下島） シモジマ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		中村　宏行 なかむらひろゆき		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		昭和５７年、豊田地区体育振興会理事に就任、以来３４年間、豊田地区の体育振興はもちろん、スポーツ愛好団体の育成に尽力。数々の役職を歴任され、各種行事ではその経験を活かし、地区体育振興に尽力し、健康で明るい地域社会づくりに貢献をしている。元旦の風物詩、豊田地区の一大イベントである新春駅伝大会では、事業の責任者として、地域の関係団体と連携・協力し、運営に尽力。以上、永年にわたり、地区体育振興に寄与した功績は顕著である。 カズカズヤクショクレキニンチクタイイクシンコウジンリョクウンエイイジョウナガネンチクタイイクシンコウキヨコウセキケンチョ		１　昭和５７年４月に豊田地区体育振興会理事に就任以来、３４年間の間、豊田地区の体育振興はもちろん、スポーツ愛好団体の育成に尽力いただいた。
２　長年にわたり、数々の役職を歴任されており、各種行事ではその経験を活かして、先頭にたって、地域体育振興の推進に努められている。
３　豊田地区体育振興会はもちろん、地域内の各種団体や事業においても積極的に役員として携わるなど、周囲の信頼も厚く、健康で明るい地域社会づくりに貢献をして
いる。
４　元旦の風物詩として広く地域の方に親しまれている豊田地区の一大イベントである
新春駅伝大会では、事業の責任者として、地域の関係団体と連携・協力し、先頭に
たって事業の遂行に尽力されている。

		（豊田小嶺） トヨダ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		板東　誠二 ばんどうせいじ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成２年に岡崎地区体育振興会の王御住地区の代表者として、活動を始める。平成２２年からは会長として、地域諸団体との交流を積極的に図り、健康で明るい地域社会づくりに貢献。市民総合体育大会では、地区の活発な参加に寄与している。平成２６年から平塚市体育振興連絡協議会の会計、平成２８年からは事務局次長として、活動の幅を広げており、永年にわたり、地区体育の振興に寄与した功績は顕著である。 カツドウハジチクレンラクキョウギカイカイケイヘイセイネンジムキョクジチョウナガネンチクタイイクシンコウキヨケンチョ		１　平成２年に岡崎地区体育振興会の王御住地区の代表者として、体育振興会の活動を始められてから、長年の間、地域体育の振興に努められている。
２　平成２２年からは前会長の後を引き継ぎ、会長として周囲の信頼も厚く、地域諸団体との交流を積極的に図り、健康で明るい地域社会づくりに貢献している。
３　市民総合体育大会では、各自治会の垣根を越えてチームを編成するなど、全種目出場を目標におき、活発な参加に寄与している。
４　岡崎地区体育振興会の活動に留まらず、平成２６年度から平塚市体育振興会の会計として２年間、平成２８年度からは事務局次長として、市の体育振興役員として、
活動の幅を広げて活躍されている。

		（岡崎） オカザキ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		山脇　克義 やまわきかつよし		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成６年、松が丘地区体育振興会の理事に就任し、現在は副会長として松が丘地区体育振興に尽力している。平成１２年、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、平成２０年からは平塚市スポーツ推進委員協議会の会計監査、平成２４年からは同協議会の研修副部長を歴任している。同協議会において、市や県主催の研修会等に積極的に参加し、平塚市のスポーツ推進に尽力。ニュースポーツの知識も豊富なことから、平塚市のスポーツ推進への益々の活躍が期待される。 リジシュウニンヘイセイネンカイケイカンサヘイセイネンドウキョウギカイケンシュウフクブチョウレキニンドウキョウギカイトウヒラツカヒラツカマスマス		・平成１２年４月１日、平塚市体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至る
　　・平成６年より松が丘地区体育振興会の役員を務め、現在は副会長として松が丘地区におけるスポーツ振興に尽力している。
　　・平塚市スポーツ推進委員協議会においては、市・県主催のイベントや研修会に積極的に参加し、地区のみならず、市全域のスポーツ推進に尽力している。
　　・平成２０年より会計監査、平成２４年からは研修副部長として、同協議会の本部役員　　　に入り、様々な事業に参加している。
　　・多くの研修会に参加し、ニュースポーツの知識も豊富なことから、市スポーツ推進の先頭に立っての益々の活躍が期待される。

		（中原） ナカハラ		会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		阿部　貴江子 　あべきえこ		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		昭和４８年、平塚レクリエーション協会に入会以来４０年以上、平塚市の民舞振興に努めている。また、２８年間、同協会の理事として尽力。「七夕まつり」など、多数の行事で七夕踊りの指導員として参画し、 ２０年以上、七夕踊りの普及推進に尽力。日本民踊・新舞踊協会の「教授」資格を取得し、各種団体、また、イベント等でも民舞指導を行うなど、民舞振興に寄与した功績は顕著である。
 イライドウキョウカイタナバタジンリョクカクシュダンタイトウキヨコウセキケンチョ		１、 昭和４８年４月平塚レクリエーション協会に入会後４０年以上、民謡・舞踊を通じ、平塚市の民舞振興に努めています。
２８年間平塚レクリエーション協会の理事（指導者）として尽力しており、会員はもとより関係者からも高い信頼を得ています。

２、 協会のメイン行事であった、平塚市協賛「産業祭り」には、長年にわたり企画、運営に携わっていた他、「緑化まつり」や「平塚大盆踊り大会」など多数の行事には七夕踊りの指導員として参画し、会長を補佐し、企画運営会員や関係者からも大変喜ばれています。

３、 ２０年以上七夕踊り指導員として織姫やパレード参加チームなどの指導を行っています。また、自らはパレードの先頭で踊り、パレードを牽引するなど、七夕踊りの普及推進について、現在も活躍しています。

　４、ビクター民踊・舞踊連盟（現在　日本民踊・新舞踊協会）の「教授」資格を取得し、会員や市民団体、福祉団体、病院等にボランティア活動として自ら直接民舞指導を行い、民舞振興に尽力されています。また、ひらつか市民スポーツフェスティバルに毎年参加し、民舞をとおして市民の健康・体力づくりの推進に寄与しています。

　　　これらの功績を称え、平塚市体育功労者として推薦いたします。

		（寺田縄） テラダナワ		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		水野　哲夫 　みずの　てつお		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		平成１０年、大原ＦＣのコーチとして活動を開始し、審判資格も取得し、帯同審判員としても貢献。活動開始以来、１０００試合以上の公式戦等において、審判として参加し、少年・少女の健全育成に貢献。また、平成１１年から、平塚市サッカー協会少年委員会の審判部会に所属し、同協会主催公式大会の審判など、大会運営、協会運営に尽力。平成１９年からは審判部長も務め、審判技術の向上を図っている。以上、永年にわたり、平塚市のサッカーの普及振興に努めている功績は顕著である。 ヘイセイネンカツドウカイシイライシアイイジョウコウシキトウシンパンサンカショウネンショウジョケンゼンイクセイコウケンヘイセイネンキョウカイシュサイヘイセイネンツトイジョウナガネンヒラツカシコウセキケンチョ		１． 1998年より大原小学校児童を中心として活動している大原ＦＣのコーチとして活動を開始し、現在に至る。合わせて審判資格を取得しチームの帯同審判員としても貢献している。１９９８年以降、担当した試合は公式戦、練習試合等を含め１０００試合を超える。
 
２．1999年より平塚市サッカー協会少年委員会の審判部会に所属し同市主催の公式大会の審判や大会運営に携わり、協会運営に尽力している。(2007年より審判部長)

３．平塚市サッカー協会少年委員会審判部会について
平塚市サッカー協会少年委員会公式事業の審判に関する活動（試合会場本部当番、第３位決定戦及び優勝決定戦審判員、審判研修会、県西大会などの審判応援など）により少年・少女の健全な育成に貢献するとともに、審判技術の向上を図っている。

４．2011年より平塚市サッカー協会少年委員会執行部副委員長として平塚市及び神奈川県サッカー協会主催大会等の計画、運営に携わり、サッカーの普及振興に努めている。
　　
　　　　これらの功績を称え、平塚市体育功労者として推薦いたします。

		（東八幡） ヒガシヤワタ		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





H28

		平成２８年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ		功績 コウセキ

		金目　聰 　　かなめ　さとし		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		平塚で開催した国民体育大会など、関係機関との調整に尽力し、大会を成功に導く。各種「卓球教室」では、運営の中心となり、また、ジュニアの育成も含めた指導にも携わり、その指導力も高く評価される。また、平塚卓球協会では、理事長職を１６年間務め、会長就任後は、適切な助言を行うなど、協会の大黒柱となる。以上、永年にわたり卓球競技の普及、発展に寄与した功績は顕著である。 ヒラツカタッキュウゴ		平塚で開催した国民体育大会など、関係機関との調整に尽力し、大会を成功に導いた。各種「卓球教室」では、運営の中心となるとともに、指導にも携わり、ジュニアの育成も含め、その指導力も高く評価されている。また、協会運営においては、理事長職を都合１６年間務め、会長に就任してからは、適切な助言を行うなど、協会の大黒柱となっている。以上、永年にわたり卓球競技の普及、発展に寄与した功績は顕著である。
 カンケイキカンチョウセイジンリョクカクシュシドウタズサフクキョウカイウンエイシュウニン

		（夕陽ケ丘）		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		小宮　節子 こみやせつこ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		平塚市体操協会会長就任後、新体操を主体の新体制に移行する。協会主催の新体操競技大会において、運営責任者として尽力する。中学校新体操部顧問を務める他、新体操クラブを設立し、地域の子ども達への指導で、青少年の健全育成にも力を注ぐ。また、演技を披露していく観戦型の「新体操・体操競技フェスタINひらつか」を開催する。以上、永年にわたり、新体操・体操競技の普及、発展に寄与した功績は顕著である。
 ヒラツカシタイソウキョウカイホカ		会長就任後、新体操を主体の新体制に移行する。協会主催の新体操競技大会において、運営責任者として尽力している。中学校において、新体操部顧問を務めたり、新体操クラブを設立し、地域の子ども達への指導を行うなど、青少年の健全育成にも力を注いでいる。また、演技を披露していく観戦型フェスタ「新体操・体操競技フェスタINひらつか」を開催する。以上、永年にわたり、新体操・体操競技の普及、発展に寄与した功績は顕著である。
 シュウニンゴブツトオコナ

		（伊勢原市池端） イセハラシイケハタ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		伊藤　栄 いとうさかえ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		松が丘地区体育振興会役員として平成６年より２２年間、松が丘地区の体育振興に尽力する。市主催の体育事業へ積極的に参画し、特に市総体の陸上競技及び市内駅伝大会においては、選手の取りまとめ役として活躍する。現在は顧問として、後進の育成に尽力する。また、松が丘体育振興会役員として、松が丘公民館運営委員を４年間務め、体育振興に関する提案及び指導を行い、地域の体育振興に貢献している。
 ウエゲンザイアイダツトチイキタイイクシンコウ		松が丘地区体育振興会役員として平成６年より２２年間にわたり活躍
・会長４年間、副会長４年間、事務局３年間と松が丘地区体育振興会の中心的な
　役職を歴任し、松が丘地区体育振興の発展に尽力された。
・市主催の体育事業へ積極的に参画し、特に市総体の陸上競技及び市内一周駅伝
大会においては、自ら選手の取りまとめ役として活躍した。
　　　　　・現在は、松が丘地区体育振興会顧問として、後進の育成に尽力されている。

（２） 平塚市スポーツ推進委員として、平成１６年より８年間にわたり活躍
・指導員として、ニュースポーツの普及・指導に尽力された。

（３） 松が丘公民館運営委員に松が丘体育振興会役員として平成２４年より４年館に
亘り活躍
　　　　　・公民館活動において、体育振興に関する提案及び指導を行い、その活性化に
　　　　　　貢献された。
　　　　　・松が丘地区レクリエーション大会の企画・実行の責任者として活躍された。
　　　　　・松が丘地区ハイキングの企画・実行（コースの選定、現地下見、行程タイム、
　　　　　　スケジュール検討、当日運営）の責任者として活躍された。

		（中原） ナカハラ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		水島　稔 みずしまみのる		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成９年に土屋地区体育振興会に入会し、地区責任者、会計、副会長を歴任し、平成２０年に会長に就任。地域スポーツ活動の中心となり、各種団体への協力支援、地域大学と連携した「ふれあいマラソン大会」、地域のお年寄りとのスポーツを通じた交流会の実施など、地域の活性化に寄与する。市総体、市内駅伝大会など、地域の人との交流を通じ、選手の発掘に尽力するなど、地区の体育振興に寄与している。 ヘイセイネンツチヤチクタイイクシンコウカイニュウカイチクセキニンシャカイケイフクカイチョウレキニンヘイセイネンカイチョウシュウニンチイキカツドウカクシュダンタイキョウリョクシエンチイキダイガクレンケイタイカイチイキトシヨツウコウリュウカイジッシチイキカッセイカキヨシナイエキデンタイカイチイキヒトコウリュウツウセンシュハックツジンリョクチクタイイクシンコウキヨ

		（土屋） ツチヤ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		前田　俊隆 まえだとしたか		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成４年より、八幡地区体育振興会の役員を務め、現在は副会長として、地区スポーツ振興に尽力している。平成１２年、現在の平塚市スポーツ推進委員を委嘱され、多くのイベントや研修会に積極的に参加し、地域のみならず、市全域のスポーツの推進に尽力する。平成２４年からは研修部副部長として、本部役員に入り、今年からは研修部長に就任し、市スポーツ推進委員の先頭に立ち、益々の活躍が期待される。 チクゲンザイ		平成４年より、八幡地区体育振興会の役員を務めており、現在では同副会長として、八幡地区におけるスポーツ振興に尽力している。平成１２年４月１日、平塚市体育指導委員（現平塚市スポーツ推進委員）を委嘱され、現在に至る。平塚市スポーツ推進委員協議会においては、多くのイベントや研修会に積極的に参加し、地域のみならず、市全域のスポーツの推進に尽力している。平成２４年からは研修部副部長として、本部役員に入り、様々な事業を実施した。今年からは研修部長に就任し、市スポーツ推進委員の先頭に立ち、益々の活躍が期待される。

		（西八幡） ニシヤワタ		会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		長島　功 ながしまいさお		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		平成６年より平塚あるく会の役員となり、歩け歩け運動を１７年間の長年にわたり推進する中で、安定運営と継続に尽力する。会長就任後、歩け歩け運動推進にあたり、「ひらつかスポーツナビ」を利用した、広くタイムリーな情報発信を開始する他、公民館へのチラシ配りなど、広報活動にも尽力する。参加者満足度の向上のために、毎月開催する年間コース案を勘案し、歩くことをとおして市民の健康維持に寄与している。 ヘイセイネンケイゾクアトホカコウミンカンクバマンゾクドコウジョウアルシミンケンコウイジキヨ		平成６年に平塚あるく会に入会し、平成１１年に役員、平成２３年に会長に就任する。歩け歩け運動を１７年間の長年にわたり推進する中で、平塚あるく会の会計を預かるなど、安定運営に尽力している。会長として歩け歩け運動推進にあたり、「ひらつかスポーツナビ」ポータルサイト開設に参加し、インターネットを利用した、広くタイムリーな情報発信を開始するなど、広報活動にも尽力している。参加者の楽しみを増進させるために、毎月開催する年間コース案を勘案し、平塚あるく会の発展と健全な運営に尽力している。
 ナカアンテイリヨウヒロカイシコウホウカツドウジンリョク

		（東真土） ヒガシシンド		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		下川邊　武 しもかわべたけし		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		選手として職場の剣道部主将で実業団大会の優勝や全国大会出場等、輝かしい実績を残す。昭和５７年から平塚市剣道連盟富士見支部に在籍し、指導も含め、３４年間地区の剣道普及奨励に寄与する。剣道を通じて地区の青少年健全育成に尽力している。平成４年から平塚市剣道連盟役員として、大会等の運営責任者を務め、特に市主催の少年少女剣道大会では、運営主管団体の責任者として、堅実な大会運営に貢献している。 センシュショクバユウショウゼンコクタイカイシュツジョウトウカガヤジッセキノコシドウフクケンドウツウチクセイショウネンケンゼンイクセイジンリョクヤクインケンジツコウケン		日産車体株式会社剣道部主将として実業団大会の優勝等、部の発展に貢献した。昭和５７年から平塚市剣道連盟富士見支部に在籍し、３４年間地区の剣道普及奨励に寄与する。競技実績、指導実績ともに、数多くの大会で優勝等、優秀な成績を収めている。平成４年から平塚市剣道連盟常任理事として、大会等の運営責任者を務め、平塚市の剣道普及発展に貢献し、特に市主催の少年少女剣道大会では、運営主管団体の責任者として、大会運営に尽力し、ひいては青少年の指導育成に寄与している。 ユウショウトウトク

		（諏訪町） スワチョウ		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ
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		平成２７年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ

		熊山　幸男 くまやまゆきお		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		昭和４２年９月、クレー射撃競技を始め、平塚射撃協会に加盟。昭和４７年４月に役員に就任し、競技技術の研鑽や指導等、協会運営に努める。また、平塚市体育協会において、常任理事も務める。個人として、国民体育大会に、平成２１年までに２４回出場し、個人優勝も果たしている。その他、日本選手権優勝や、数々の国際大会にも出場し、永年にわたり選手、役員として射撃競技の普及、発展に寄与している。

 シュウニントウキョウカイウンエイツトヒラツカシタイイクキョウカイコジンハホカカズカズコクサイタイカイシュツジョウ

		（八重咲町） ヤエサマチ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		人見　正巳 ひとみまさみ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		昭和２６年から江南高校女子ソフトボール部のコーチを務め、選手としても、国民体育大会に出場。神奈川県で開催された国民体育大会では役員として尽力する。昭和５５年に家庭婦人ソフトボール連盟平塚支部の設立に携わり、平塚市ソフトボール協会と合併した際には、新たな平塚市ソフトボール協会の副会長として就任する。現在は顧問を努め、選手、役員としてソフトボール競技の普及、発展に寄与している。
 ツトジンリョクタズササイアラ

		（松風町） マツカゼチョウ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		上野　龍郎 　うえの　　　たつろう		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		平成１８年４月より金目地区体育振興会第５代目会長に就任。地域スポーツ活動の企画・実行への中心的な役割を果たすとともに、各種団体への協力支援並びに中学生対象のナイトウォークの実行、ニュースポーツの紹介、新企画であるスポーツ玉入れ等、世代を超えて楽しめる種目を発掘し、老若男女に対する体育活動の普及・振興・発展に努めた。

		（真田） サナダ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		鳥海　三郎 とりうみ　　　　さぶろう		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		「神田地区体育振興会４０周年」記念式典を先頭に立ち、盛大に開催し、神田地区のスポーツに対する関心度をアピールするなど、地域諸団体との交流も積極的に図り、健康で明るい地域社会づくりに貢献をしている。また、市主催の体育事業へ積極的な参加を促している。また、市内駅伝大会での優勝に貢献するなど、特に、市総体では全種目参加を目標におき、活発な参加に寄与している。

		（田村） タムラ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		中山　正彦 　なかやま　　まさひこ		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成１０年４月１日、平塚市体育指導員（現平塚市スポーツ推進委員）を委嘱され、永年にわたり、平塚市スポーツ推進委員協議会の発展に寄与している。特に、花水地区代表者として、同地区内の活動を取り纏め、平成７年より、花水地区体育振興会の役員、現在は副会長、花水少年野球部ではコーチも務め、スポーツ振興、青少年の育成指導に尽力している。
 ナガネンヒラツカシスイシンイインキョウギカイヘイセイネンゲンザイフクカイチョウハナミズショウネンヤキュウブ

		（菫平） スミレダイラ		会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		荒木　千恵子 あらき　　　　　　ちえこ		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		昭和５８年、ママさんバレーボールを始め、チームのアタッカーとして活躍した。平成１０年４月、平塚ママさんバレーボール協会会計、平成１２年４月に事務局に就任する。協会が主催する役員会、各種大会等の運営に尽力し、事務局に就任して以来、現在まで１５年間に渡り平塚ママさんバレーボール協会に献身的に貢献し、また、選手としても活躍している。 トウウンエイジンリョク

		（唐ケ原） トウハラ		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		熊谷　俊二 くまがい　　　しゅんじ		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		平成５年４月に少年野球チーム「松が丘スカイラークス」代表に就任する。礼儀、マナー、思いやりを大切にし、当たり前のルールを守り、社会性を身に着けさせる指導をしている。平成２１年４月、平塚市少年野球連盟本部役員に就任し、中心的な役割を務め、事務のＩＴ化を推進した。また、大会の開催や野球教室開催などに尽力し、永年にわたり、平塚市の児童スポーツの振興・発展に寄与している。
 ジンリョク

		（東中原） ヒガシナカハラ		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





H26

		平成２６年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ

		髙橋　孝和 たかはしたかかず		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		　平塚市ゴルフ協会設立と同時に入会し、平成３年から理事、平成１５年から理事長に就任。平成２１年８月に平塚市民ゴルフ大会地区別対抗戦の開催を実現した。平成２４年から平塚市ゴルフ協会会長に就任。平成２５年からは、神奈川県ゴルフ協会副会長として東京オリンピック代表を神奈川から、そして地元平塚市から輩出すべく尽力している。

		（上平塚） カミヒラツカ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		小林　　優 こばやしまさる		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		　平成元年、平塚市陸上競技協会の理事に推薦され記録部、事務局、財務部を歴任し、平成１３年から現在まで総務部長として会務の遂行に献身的な貢献をしている。また選手の競技力強化においては、ジュニア陸上教室等、スタッフの中心として選手、役員、行政との連携、調整に尽力している。

		（中原） ナカハラ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		髙橋　佳久 たかはしよしひさ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		4		　平成１７年になでしこ地区体育振興会会長に就任。年間を通じてスポーツ活動（市内駅伝、市総体等）の地域責任者として企画・運営に寄与している。また地域の小中学校ＰＴＡ会長や公民館運営委員を歴任し、青少年の育成や地域活性化に寄与している。さらには平塚警察署において、少年剣道の指導者として青少年のスポーツ育成に寄与している。

		（黒部丘） クロベオカ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		石橋　政美 いしばしま さ  み		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		　昭和４９年に神田地区体育振興会委員として主に野球を担当。「神田リーグ」設立に尽力し、現在も３０年以上に渡って継続している。
　平成１８年から大神地区体育振興会会長として、地区関係団体行事への協力・支援の中心的な役割を果たすと共に、新たな行事への参加を積極的に勧め、地区体育の普及・振興・発展に努めた。

		（大神） オオカミ		会長　杉山　鎭夫 カイチョウスギヤマシズオ

		榎　　清則 えのききよのり		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平成１０年度に体育指導委員（現スポーツ推進委員）を委嘱。平成１８年度から平塚市スポーツ推進委員協議会研修副部長を務め、平成２６年度から監査として同協議会研修会の推進、発展に大きく貢献している。
また平成２６年度から四之宮地区体育振興会の副会長を務め、地域スポーツ活動の普及に大きく貢献している。

		（四之宮） シノミヤ		会長　首藤　幸子 カイチョウスドウサチコ

		出口　美代子  で  ぐち　み　　よ　こ		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		　平成１４年に平塚市女性卓球連盟会長として、連盟の発足からの歴史を「３０年のあゆみ」としてまとめた。平成２１年からは、平塚ジュニア卓球クラブで週２回小、中学生の指導にあたっている。
また毎年、富士見公民館主催の夏休み子ども卓球教室を中心的に指導しており、地域指導に尽力している。

		（平塚） ヒラツカ		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		松浦　貞雄 まつうら　さ　だ　お		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		　神田地区を中心とした小学生バレーボールの代表・監督を昭和６２年から２０年以上に渡り歴任し、バレーボールを通じて、青少年の健全育成に多大なる貢献をしている。また平塚地域バレーボール連盟では、連盟主催大会の運営に尽力し、また神奈川県小学生バレーボール連盟への出向理事を努め、市連盟と県連盟をつなぐパイプ役としても活躍している。

		（田村） タムラ		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





H25

		平成２５年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ

		高橋　通泰 たかはしみちやす		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		　昭和５１年に卓越したテニス技術と指導理論等から平塚市テニス協会副理事長に就任。平成１８年には会長に就任し、各種教室のコーチを務め、テニス競技の普及・発展・強化に尽力した。企画・運営においては、高齢者を対象としたテニス大会等を開催するなど常に改革・革新に努め、成果を上げており、平塚のテニスの発展に貢献している。　

		（中堂） ナカドウ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		山田　俊幸 やまだとしゆき		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		　昭和４５年から平塚市剣道連盟の指導員・常任理事・副理事長として４０年以上にわたり、平塚市の剣道振興に努めた。
また、小中学生の剣道錬成や一般社会人の剣道合同稽古等を計画的に運営実践し、平塚市剣道のレベルアップに尽力した。自らの精進にも努め、現在も各大会審判稽古会等に率先して参加し、活躍している。
　

		（長持） ナガモ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		中村　　治 なかむらおさむ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		　平成６年に金田地区体育振興会理事に就任し、事務局長・副会長を歴任。平成１８年から会長に就任し、体育の普及・振興・発展に努めている。また、地域活動への積極的参加の先導者であるとともに各行事実施の原動力として尽力している。現在、平塚市体育振興連絡協議会会計として、本部役員の重責を担いつつ、地区体育振興会会長として活躍している。　

		（長持） ナガモ		会長　高梨　孝治 カイチョウタカナシタカハル

		愛宕　信義 あたごのぶよし		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		　平成１１年に花水地区体育振興会理事に就任し、副会長を歴任。平成１６年から会長に就任し、それまで以上に精力的に活躍し、参加しやすい新たな行事の開拓にも取り組んできた。市総体では連続して入賞を果たすなど、常日頃から全種目エントリーを心掛け、選手たちの発掘にも尽力している。　

		（八重咲町） ヤエザマチ		会長　高梨　孝治 カイチョウタカナシタカハル

		石川　行子 いしかわゆきこ		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		平塚市スポーツ推進委員協議会において、総務副部長、会計を歴任し、中心的な役割を担うとともに、様々なイベントや研修会に積極的に参加し、当協議会の発展に寄与している。平成１９年には、長年にわたるスポーツ推進委員としての功績が認められ、神奈川県体育指導委員連合会功労者表彰を受賞した。　

		（東真土） ヒガシシンド		会長　伊藤　公明 カイチョウイトウコウメイ

		森　　幸子 もりさちこ		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		　平成元年に旭フォークダンスクラブ及び平塚市フォークダンス協会に入会、２４年間にわたり、フォークダンスの普及振興に努めた。平成４年から初心者を中心としたＦＤＣなでしこを設立し、フォークダンスの底上げと会員の技術の向上に尽力している。また、自らの精進にも努め、各種講習会に参加し、日々たゆまぬ努力を続けている。　

		（徳延） トクノブ		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		菊川　匡士 きくかわまさひと		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		　昭和６３年に少年サッカーチーム「神田フットボールクラブ」の代表・監督として、２０年以上にわたり歴任し、サッカーを通じて青少年の健全育成に貢献している。また、平成２１年から平塚市スポーツクラブ連合会計として、連合の運営に積極的に参画し、サッカーのみならず他のスポーツとの交流を深め、指導者として資質の向上に努めている。

		（田村） タムラ		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





H24

		平成２４年度平塚市体育功労者 ヘイセイネンドヒラツカシタイイクコウロウシャ

		氏名 シメイ		推薦者 スイセンシャ		項目 コウモク		功績 コウセキ

		安藤　守弘 あんどうもりひろ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		平塚卓球協会役員として２８年間にわたり常任理事、理事長、副会長等の役員を歴任し、協会運営の中心となって協会の充実・発展に貢献した。
全日本大学対抗卓球大会（平成３年）等を開催するにあたり、体育行政を推進する中で培った知識と経験を生かして積極的に助言するとともに円滑な運営に努め、これら大会を成功に導いた。

		（平塚） ヒラツカ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		奥山　晴治 おくやませい　じ		平塚市体育協会 ヒラツカシタイイクキョウカイ		1		昭和５５年に平塚柔道協会理事に就任し、役員として協会の運営に携わり協会の発展と柔道精神を引き継ぐ人材の発掘と育成に情熱を傾け、協会の運営、普及に尽力した。平成１２年には柔道協会の組織強化の一環として、少年指導部の立上げに尽力し指導部総責任者として、青少年の育成に現在も貢献されている。

		（平塚） ヒラツカ		会長　田中　國義 カイチョウタナカクニギ

		中村　軍司 なかむらぐん　じ		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		昭和５３年に富士見地区体育振興会へ入会され、事務一般のとりまとめ、関係各所との調整役として会の円滑な運営に尽力された。
平成１６年から副会長として、富士見地区の体育振興に尽力された。平成１８年から会長として、新たな行事への参加を積極的にされるとともに、市総体では、総合準優勝４回の輝かしい成績を挙げられた。

		（中里） ナカザト		会長　高梨　孝治 カイチョウタカナシタカハル

		坂間　正昭 さか　ままさ　あき		平塚市体育振興連絡協議会 ヒラツカシタイイクシンコウレンラクキョウギカイ		1		本部役員になる以前から地区体振の事業に参加協力をした実績から平成元年より、体育指導員、地区体振役員として、長年にわたり活動する傍ら、市民体育レク吉沢地区大会の活性化に尽力された。
また、事務局次長・副会長・会長在職時にも様々な事業の企画・立案・実行の中心となって力を注がれた。

		（上吉沢） カミキチサワ		会長　高梨　孝治 カイチョウタカナシタカハル

		髙橋　　實 たかはしみのる		平塚市スポーツ推進委員協議会 ヒラツカシスイシンイインキョウギカイ		1		さまざまなイベントや研修会に積極的に参加し、長年にわたり当協議会の発展に寄与。平成１７年には、長年にわたる体育指導員としての功績が認められ、神奈川県体育指導委員連合会功労者表彰を受賞した。スポーツ推進委員の立場のもとに、日頃の研修の成果を発揮し、地域のスポーツ推進、発展に惜しみない努力をされている。

		（山下） ヤマシタ		会長　伊藤　公明 カイチョウイトウコウメイ

		沼田　幸江 ぬ　ま　たゆき　え		平塚レクリエーション連盟 ヒラツカレンメイ		1		昭和４５年４月平塚レクリエーション協会に入会、４０年以上にわたり、民謡・舞踊を通じ、平塚市民の民謡振興に努めている。平塚レクリエーション協会の理事・副会長・会長という要職を２０年にわたり、まじめに勤め、会員はもとより関係者からの人望は大変厚いものがある。また、七夕踊りの普及など、長年にわたり多数の行事開催に尽力している。

		（平塚） ヒラツカ		会長　河野　太郎 カイチョウコウノタロウ

		佐藤　廣保 さ　と　うひろやす		平塚市スポーツクラブ連合 ヒラツカシレンゴウ		1		昭和５４年より平塚市剣道連盟岡崎支部の指導員・副支部長・支部長として３０年以上にわたり、地域の青少年剣士の育成を図り、平塚市の剣道振興に勤めた。平塚市剣道連盟の会計・常任理事・事務局次長・副理事長の要職を２０年以上にわたり、まじめに勤め青少年や保護者、関係者からの人望は大変厚いものがある。

		（御殿） ゴテン		会長　八田　　力 カイチョウハッタリキ





